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〇教育長（山下秀男） 皆様、こんにちは。定刻となりましたので、ただいまから令和６

年昭島市教育委員会第８回定例会を開会いたします。 

本日の日程は、お手元に配布のとおりであります。 

初めに、日程２、前回の会議録の署名につきましては、既に調整を終え、署名

もいただいておりますので御了承願います。 

次に、日程３、教育委員会会議規則第 16条の規定に基づく、本日の会議録署

名委員につきましては、４番、松本委員、５番、眞如委員です。よろしくお願い

いたします。 

次に、日程４、教育長の報告です。 

昨日の午後４時 43分、宮崎県沖の日向灘を震源とする大きな地震が発生し、

宮崎県日南市で最大震度６弱が観測されました。この地震によって、気象庁は昨

日、南海トラフ地震臨時情報 巨大地震注意を発表し、今後１週間程度は巨大地

震に注意するよう呼びかけております。 

この注意の対象エリアですが、沖縄県から茨城県の１都２府 26県の 707市町

村ということでありますので、非常に広い範囲を対象とするものであります。本

市においても、南海トラフ地震が発生すると最大震度５強の揺れが想定されるこ

とから、災害発生時の各対策部の役割と業務内容を再確認し、備えをしっかりし

ておくようにと、災害対策本部長の市長から指示がありました。 

この発表は、気象庁が 2017年、平成 29年に制度を導入して初めてとのことで

ありますが、同時に過度に恐れず、備えの再確認を、例えば、家具の固定、転倒

防止、備蓄物資の確認、避難ルートや家族との連絡方法など、これらの再確認を

呼びかけております。今後の情報に注視をしながら、当面１週間は過度に恐れ

ず、できることをして備えていくと。これをしっかり実行していくことが肝要と

考えます。 

さて、児童生徒は夏休みに入って約３週間、ちょうど半分ぐらいが経過したと

ころです。これまで事故やトラブルなど、特段の情報は入っておりませんが、残

りの期間も事故などに十分気をつけて、有意義な夏休みを過ごしてほしいと思っ

ております。委員の皆様にも引き続き、子どもたちの見守りをよろしくお願いい

たします。 

次に、友好都市、岩泉町の児童との交流ですが、今年は７月 30日から８月１

日までの日程で、まず、本市の児童が岩泉町を訪問し、岩泉町の児童は８月 12

日の市政施行 70 周年記念式典に合わせて招こうということで、８月 11日から 13

日までの日程で来訪される予定であります。 

既に訪問してきた本市の児童は、岩泉町児童と親しく交流し、楽しい思い出を

たくさん作ってきたとのことでありまして、約２週間ぶりになるでしょうか、今

度は本市の児童がリードをして、岩泉町の児童と親しく交流して、楽しい思い出

をたくさん持って帰れるように、さらに絆を深めてほしいと願っております。 

次に、東京都市町村総合スポーツ大会についてであります。７月 21日の開会

式から８月３日までの日程で、盛大に開催をされました。本市は、なんと軟式野

球チームが優勝、ソフトボールチームが準優勝と、素晴らしい結果の報告があり

ましたので、お知らせいたします。 

最後に、９月議会の日程ですが、９月２日を初日に 10月２日までの 31日間を
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会期として開催予定となっております。御承知おきください。 

本日、私からの報告は以上となります。  

なお、教育委員会委員の使用承認につきましては、お手元の資料のとおり２件

であります。  

ただいまの報告について御意見、御質問等ございますか。よろしいですか。 

それでは、以上で日程４を終わります。 

次に日程５、議事に入りますが、本日、議案としております「議案第 16号 

令和７年度昭島市立学校で使用する教科用図書の採択」につきましては、審議に

時間がかかりますので、議事を効率よく進めるため、議案第 15号、及び協議事

項１件、報告事項９件について先に行い、議案第 16号については最後に審議・

採択してまいりたいと存じますが、委員の皆様いかがでしょうか、 

（「異議なし」との声あり） 

 

〇教育長（山下秀男） よろしいですか。 

それでは初めに、議案第 15号「昭島市立学校の学校医、学校歯科医及び学校

薬剤師の公務災害補償に関する条例施行規則の一部を改正する規則について」を

議題といたします。事務局より説明をお願いします。 

 

〇学務担当課長（杉本恭子） 議案第 15号「昭島市立学校の学校医、学校歯科医及び学

校薬剤師の公務災害補償に関する条例施行規則の一部を改正する規則について」

提案理由及びその内容を御説明いたします。 

初めに、提案理由でございますが、公立学校の学校医等の公務災害補償につき

ましては、法律の規定により、その学校を設置する地方公共団体が補償するもの

とされ、その補償の範囲、金額及び支給方法等は、政令で定める基準に従い地方

公共団体の条例で定めることとされております。 

本市におきましては、「昭島市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の

公務災害補償に関する条例」第３条にて補償の範囲、金額、支給方法等を定めて

おり、その中で、補償基礎額は教育委員会規則で別に定めることとされておりま

す。本件議案は、その補償基礎額について、東京都との均衡に配慮し、同一水準

に改定する必要が生じたことから提案するものでございます。 

改正内容につきましては、お手元の議案第 15号参考資料（新旧対照表）のと

おり、別表、補償基礎額表の「学校医及び学校歯科医の補償基礎額」と「学校薬

剤師の補償基礎額」を経験年数による区分すべてにおいて改定するものでござい

ます。 

次に附則でございますが、第１項に施行期日としてこの規則の公布の日から施

行することを定め、第２項に経過措置として、この規則の適用に関する経過措置

を定めるものでございます。 

以上、簡略ではございますが本議案の説明とさせていただきます。御審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

 

〇教育長（山下秀男） 議案第 15号について、説明が終わりました。 

本件に対する質疑、意見をお受けいたします。 
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     いかがですか。よろしいですか。 

     特にないようですので、お諮りしたいと思います。本件は、原案のとおり決す

ることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

 

〇教育長（山下秀男） 御異議なしと認め、議案第 15号は、原案のとおり決しました。 

     次に、協議事項に入ります。 

協議事項(1)「昭島市教育委員会の事務事業に関する点検及び評価報告書（令

和５年度分）について」事務局より説明をお願いします。 

 

〇教育総務課長（横山学） 協議事項(1)「昭島市教育委員会の事務事業に関する点検及

び評価報告書(令和５年度分)について」御説明申し上げます。 

     協議資料１を御覧ください。この報告書は、「地方教育行政の組織及び運営に

関する法律」第 26条に基づき作成するものであり、効果的な教育行政の推進を

図るとともに教育委員会活動の透明性をより高め、説明責任を果たすことなどを

目的としております。 

なお、本日御協議をいただき、それを踏まえ、議会に報告、ホームページにて

公表いたします。 

報告書の作成にあたりましては、掲載する主な取組みの選定や自己評価の記載

内容について、教育委員の皆さまに御意見をいただきながら、進めてまいりまし

た。内容の詳細な説明は省略させていただきますが、評価対象年度における実績

と課題を総括するとともに、評価基準を設け、わかりやすく記載し、次年度の取

組の方向性について示しております。 

     また、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るものとして、学校教

育分野においては、明星大学理工学部の花田茂特任教授に、生涯学習分野におい

ては、東京学芸大学教育学部の倉持伸江准教授に、それぞれ外部評価員としての

御意見をいただいております。 

簡略ではございますが、説明は以上となります。御協議のほどよろしくお願い

いたします。 

 

〇教育長（山下秀男） 協議事項(1)について、説明が終わりました。本件に関しまして

質疑・意見等をお願いしたいと思いますが、教育委員の皆様には、事前にチエッ

クをしていただく中で、御意見、御指摘も様々いただきながら、この報告書のブ

ラッシュアップに努めてきたところであります。そうした過程での感想等でも構

いませんので、発言をお願いしたいと思います。 

いかがでしょうか。 

氏井委員。 

 

〇委員（氏井初枝） 以前のものに比べまして、１章、２章、３章の章立ての文字のとこ

ろが、フォントが大きくなったり、色が変わったりと、とても見やすくなったと

いうことを感じました。そのほかにも、いろんな所で、色が上手に効果的に使わ

れておりまして、すごく見やすくなったと思います。ありがとうございました。 
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〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。ほか、いかがでしょうか。 

     紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） 私も氏井委員と同じく、大変見やすく、とても整理されていて、

意見を取り上げていただき、ありがたいと思いました。  

そして感想ですけれども、この外部評価委員の有識者のお二人の先生からもコ

メントを、的確なコメントをいただきまして、よかったと感じております。特に

花田先生の先生の 84 ページの最後の、長期的な展望と予算を使ってということ

においては、構造物の建て替えの際には生涯学習との連携を視野に入れるなどと

いうところは、大いに共感いたしました。  

あともう１点、倉持先生のところでは、ボランティアの活用というところにも

取り上げていただいたのをも大変共感いたしました。以上、感想です。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。ほか、いかがでしょうか。 

     昨年度この形に改めまして、今年が２年度目ということになりますが、やはり

様々な工夫を施しながら、より見やすく、わかりやすくということを視点に改良

してきたところであります。御指摘をいただいた部分について、なお残る課題に

ついては、引き続き検討を重ねて、よりよいものにしていきたいと考えておりま

す。よろしくお願いいたします。 

     それでは、ほか、ないようですのでお諮りしたいと思います。 

     本件は原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

 

〇教育長（山下秀男） 異議なしと認め、協議事項１は原案のとおり承認されました。 

     次に、報告事項に入ります。 

初めに、報告事項(1)「昭島市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の

公務災害補償に関する条例施行規則の規定による年齢層ごとの長期療養者の休業

補償及び年金たる補償に係る補償基礎額の最低限度額及び最高限度額の一部改正

について」事務局より説明をお願いします。 

 

〇学務担当課長（杉本恭子） 報告事項(1)「昭島市立学校の学校医、学校歯科医及び学

校薬剤師の公務災害補償に関する条例施行規則の規定による年齢層ごとの長期療

養者の休業補償及び年金たる補償に係る補償基礎額の最低限度額及び最高限度額

の一部改正について」報告いたします。 

     昭島市立学校の学校医等の公務災害補償における長期療養者の休業補償及び年

金たる補償に係る補償基礎額の最低限度額及び最高限度額については、条例施行

規則において、昭島市教育委員会教育長が定めることと規定されており、その額

については国家公務員災害補償法の規定により人事院が定める額を考慮して定め

ることとされております。東京都においても同じく人事院が定める額を考慮して

定めるものとされており、本市もそれに準じて限度額を定めております。 

本件は、令和６年東京都教育委員会告示第 20号で、都立学校の学校医、学校

歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例による年齢階層ごとの長期療
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養者の休業補償及び年金たる補償に係る補償基礎額の最低限度額及び最高限度額

の一部が改正されたことに伴い、補償基礎額の最低限度額及び最高限度額を改定

するものでございます。 

附則といたしまして、施行期日を令和６年８月１日としております。 

以上、御報告いたします。 

 

〇教育長（山下秀男） 報告事項(1)について、説明が終わりました。本件に対する質

疑、意見をお願いいたします。 

     よろしいですか。特にないようですので、以上で報告事項(1)を終わります。 

     次に、報告事項(2)「令和６年度昭島市給付型奨学金制度の奨学生（令和７年

度生）の募集について」事務局より説明をお願いします。 

 

〇学務担当課長（杉本恭子） 報告事項(2)「令和６年度昭島市給付型奨学金制度の奨学

生（令和７年度生）の募集について」報告いたします。お手元の資料を御覧くだ

さい。 

     まず、１の制度の周知でございますが、市の公式ホームページ及び広報あきし

ま８月１日・15 日合併号に掲載するほか、市立中学校の３年生全員に募集要項を

配布しております。 

     次に２の制度の内容でございますが、募集人数は 15人、給付額は、入学準備

金が８万円、奨学金が月額２万円となっております。奨学金につきましては、年

間合計 24万円を給付いたしますが、他から同種の給付金の支給を受ける資格を

有する場合、その支給額を控除した金額を給付いたします。 

     次に、３の出願要件でございますが、令和７年度に高等学校等に進学するこ

と、保護者が令和６年４月１日から引き続き市内に住所を有していること、世帯

収入が就学援助制度の認定基準を満たしていること、生活保護を受給していない

こと、学業成績及び生活態度が良好で在籍校の校長の推薦があること、となって

おります。 

なお、学業成績の要件は、特別支援学級の在籍者については校長の推薦があれ

ば足りますが、それ以外の生徒につきましては、５段階評価による成績評定で全

教科の平均値が 3.5以上であること、または５の評定の教科が一つ以上あること

のいずれかを満たしている必要がございます。 

     最後に、４の今後のスケジュールでございますが、９月２日から９月 17日ま

で願書を受け付け、10月１日に選考委員会による候補者の選考を行い、10月の

教育委員会定例会において奨学生の決定に係る御審議をいただいた上で、11月に

出願者へ選考結果を通知する予定となっております。 

報告は、以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） 報告事項(2)について、説明が終わりました。本件に対する質

疑、意見をお願いいたします。 

いかがですか、よろしいですか。以上で、報告事項(2)を終わります。 

次に、報告事項(3)「昭島市教育委員会会計年度任用職員の設置等に関する要

綱の一部改正について」事務局より説明をお願いします。 
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〇指導担当部長（吉岡琢真） 報告事項(3)「昭島市教育委員会会計年度任用職員の設置

等に関する要綱の一部改正」について御報告いたします。 

     お手元にお配りいたしました資料「昭島市教育委員会会計年度任用職員の設置

等に関する要綱新旧対照表」を御覧ください。 

     枠の右側が現行の表記となっており、左がこの度、改正する規則を示しており

ます。別表第１の一番下にエデュケーション・アシスタント、別表第２の一番下

に副校長補佐を追加しております所が改正部分となります。 

     現在、学校に配置しているエデュケーション・アシスタント、及び副校長補佐

について、本要綱に新たな職として設置し、報酬額を規定いたしました。 

     改正理由を説明いたします。エデュケーション・アシスタントにつきまして

は、改正前は本要綱の別表第１の「教育活動支援員」の区分として、報酬額を時

間給 1,160円で任用しておりました。しかし、エデュケーション・アシスタント

が学習・生活指導をはじめ、学年・学級経営に必要な業務全般を補助し、副担任

相当の業務を担うこととされており、業務負担が大きく、教育支援への貢献度も

高いため、本格稼働を予定している２学期より、別表第１に新たな職として設置

し、報酬額を時間給 1,580円に規定いたしました。 

     副校長補佐につきましては、改正前は本要綱の別表第２の「一般事務」の区分

として、報酬額を時間給 1,140円で任用しておりました。しかし、副校長の担う

業務を補佐することから、一般事務の職と比較して業務負担が増加しているた

め、別表第２に新たな職として設置し、報酬額を時間給 1,580 円に規定いたしま

した。 

 本要綱は令和６年８月 30日から実施いたします。 

     報告は以上でございます。 

 

〇教育長(山下秀男) 報告事項(3)について、説明が終わりました。本件に対する質疑、

意見をお願いいたします。 

     紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） ありがとうございました。今回、この２つの職について新たに設

定されて、その業務範囲に合った形での報酬というふうに見直していただいたの

は本当にありがたいことだと思います。ここに書いてある様々な会計年度職員の

皆さん、どれも欠かせないというか、非常に大事なお仕事をされていらっしゃる

わけですけれども、１点お伺いしたいのは、この会計年度任用職員の報酬は、今

どこでも人材不足というふうに言われていますが、近隣市町村の報酬とのバラン

スという点ではどのような感じなのか、そして、それをどういったタイミングで

見直されているのかお伺いしたいと思います。 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） 今回、規定した報酬額について各市の状況を確認したとこ

ろ、近隣市で 1,580円に設定している地区が多く、９市ございました。また、６

市が改正前の本市の時間単価よりも高い額を設定していると、そういった近隣市

の状況も踏まえて、今回規定しているところであります。以上であります。 
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〇委員（紅林由紀子） はい。御説明ありがとうございました。近隣市と遜色もない、そ

のバランスを見て決定していたただいたことは、本当にありがたいと思います。

やはり学校の中で非常に重要な職務になってくださる方々ですので、いい人材を

逃したくないという気持ちがありますので、そのあたりはしっかり見直し、今後

も見直していただけることを希望しております。 

     以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） 会計年度任用職員の報酬については、基本的には最低賃金を上回

るように、また、職種や担当分野ごとに難易度等を考慮して時間単価を設定して

おります。エデュケーション・アシスタントについては、令和６年度から新たに

任用し１学期から配置しておりますが、１学期中の実際の職務内容、また、学級

担任の補助的な役割をどう発揮していくのか、どう機能するのかを見させていた

だきました。結果として、担任との連携を密にして児童に向き合い、副担任相当

の職務をこなしていただいており、学級経営に一定の効果をもたらしていると判

断したところであります。そうしたことから、２学期のからの報酬額を見直し、

副校長補佐についても同様に、改定をいたしました。 

     ほかにございますか。よろしいですか。それでは以上で、報告事項(3)を終わ

ります。 

     次に、報告事項(4)「昭島市特別支援教育推進計画策定委員会委員の委嘱につ

いて」事務局より報告をお願いします。 

 

〇指導主事（押阪絢子） 報告事項(4)「昭島市特別支援教育推進計画委員会委員の委

嘱」について御報告いたします。 

特別支援教育推進計画策定委員会では、特別支援学級及び通常の学級に在籍す

る児童及び生徒に対する特別支援教育の推進を図る計画を策定しています。 

令和７年度から令和９年度昭島市特別支援教育推進計画策定に向け、本年度策

定委員会を開催します。委員につきましては、昭島市特別支援教育推進計画策定

委員会要綱第３条に基づき、特別支援学級を設置する小・中学校の校長、特別支

援教室拠点校を設置する小・中学校の校長、都立特別支援学校の教員、学識経験

者、障害福祉課の職員、子ども家庭センター担当課の職員、児童生徒の保護者ま

たは公募市民の中から委員を委嘱することとなっていることから、お手元の委員

名簿のとおりに委嘱します。 

以上、御報告いたします。 

 

〇教育長（山下秀男） 報告事項(4)について、説明が終わりました。本件に対する質

疑、意見をお願いいたします。 

よろしいですか。特にないようですので、以上で報告事項(4)を終わります。 

     次に、報告事項(5)「文化教養講座について」事務局より説明をお願いしま

す。 

 

〇社会教育課長（泉井桃子） 報告事項(5)「文化教養講座について」御説明いたしま
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す。 

９月７日、土曜日にアキシマエンシスシアタールームにて映画上映会＆監督さ

んとシネマトークを開催いたします。映画のタイトルは、「大平農園 401年目の

四季」でございます。定員は 40名で申込順、参加費は 500円となっておりま

す。 

     大平農園は、世田谷区で 400年以上続いている農園で、「有機野菜」という言

葉が使われる前、今から 50年以上前から無農薬で野菜を栽培しております。映

画監督の森信さんが 2016年からカメラを持って通い始め、2018年に完成したド

キュメンタリー映画となっております。 

この映画の監督である森信さんが「昭島生涯学習サポーターの会まなぶン」の

会員の方の知人であることから、上映会にお越しいただけることになり、今回の

シネマトークが開催できる運びとなりました。事前に監督への質問を受け付け、

映画上映後に監督から直接回答してもらうことができます。 

説明は以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） 報告事項(5)について、説明が終わりました。本件に対する質

疑、意見をお願いいたします。 

いかがでしょうか。 

紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） 大変素敵な映画で、しかも監督の方にお越しいただいて、実際に

トークできるという本当に貴重な機会が、ご縁で実現できたというのは本当に素

晴らしいことだと思います。ぜひ、ちょっと見に行きたいという気持ちがありま

す。この日は予定がたたないのですけれども、ほんとにたくさんの方に来ていた

だければと思います。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。他にございますか。申し込みは始まって

いるんですよね。定員 40人に対して、今どんな状況ですか。 

 

〇社会教育課長（泉井桃子） 申込みは８月の５日から始まっておりまして、ただいま、

今のところ、まだ７名のお申込みということで、まだ余裕はございます。 

 

〇教育長（山下秀男） わかりました。まだ間に合うということですので、ぜひ、御覧に

なりたい方は申し込んでいただきたいと思います。 

ほかにございますか。よろしいですか。それでは以上で、報告事項(5)を終わ

ります。 

     次に、報告事項(6)「拝島日吉神社例大祭・榊祭の開催について」事務局より

説明をお願いします。 

 

〇アキシマエンシス管理課長（勝野玄隆） 報告事項(6)「拝島日吉神社例大祭・榊祭の

開催について」御説明いたします。 

     昭島市指定有形民俗文化財の、加美町、奈賀町、志茂町の屋台の巡行や、その
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屋台の上で演じられる、昭島市指定無形民俗文化財の、拝島日吉神社祭礼囃子な

どが行われる、東京都指定無形民俗文化財の拝島日吉神社例大祭、榊祭が開催さ

れます。 

宵宮は９月 14日、屋台の巡行が午後７時から、本宮は９月 15日、榊神輿の渡

御が午前０時から、宮神輿の渡御、屋台の巡行が午後１時からとなります。 

榊神輿の渡御では、深夜０時に日吉神社を出発し、約４時間、町内に繰り出

し、最後に担ぎ手が、１年間無病息災に過ごせるといわれる榊の枝を奪い合いま

す。 

     説明は以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） 報告事項(6)について、説明が終わりました。本件に対する質

疑、意見をお願いいたします。 

いかがですか。よろしいですか。それでは、以上で報告事項(6)を終わりま

す。 

     次に、報告事項(7)「公民館主催事業について」事務局より説明をお願いしま

す。 

 

〇市民会館・公民館長（立川豊） 報告事項(7)「公民館主催事業について」御説明申し

上げます。 

     お手元の資料をご覧ください。１点目が歴史文化セミナー「土地々に根付いた

歴史と文化～東海道偏～」でございます。昭島在住で、街道研究家である八尋章

文氏が定年を機に東海道を歩いて知り得たことを通し、日本の歴史と文化を学ぶ

講座となっております。日時は令和６年９月４日より全４回、全て水曜日、午前

10時から。定員は 40 名で多数抽選、参加費は 800円でございます。会場は昭島

市公民館学習会議室で行います。 

     ２点目は趣味教養講座で、テーマは「バードカービング『木彫りのカモを彫

る』」でございます。こちらは、ここ数年公民館にやってくるカルガモにちなん

で、野鳥彫刻家である水上清一氏を招いて木彫りのカモを彫ろうという講座とな

ってございます。日時は令和６年９月 11日より全６回、全て水曜日にわたって

実施いたします。時間は午後２時より。定員は 30人で多数抽選、参加費は 3,000

円、場所は朝日会館の第一集会室で行います。 

     ３点目は公民館主催のふれあいコンサートでございます。今回は国立音楽大学

の学生による金管５重奏でございます。日時は令和６年９月７日土曜日午後２時

から公民館小ホールで開催いたします。定員は 150人で申し込み順、参加費は無

料となっています。 

     ４点目は公民館主催事業「こうみんかんほいくしつであそぼう」という講座で

ございます。こちらは、より多くの方に公民館保育室を知っていただこうという

講座で、当日は自由にお越しいただき、パネルシアターやいろいろなおもちゃで

遊んでいただきます。日時は令和６年９月 19日木曜日午前 10時から正午まで

で、公民館の保育室及び展示室で行います。参加費は無料となってございます。 

     以上となります。  
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〇教育長（山下秀男） 報告事項(7)について、説明が終わりました。本件に対する質

疑、意見をお願いいたします。 

     紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） １つだけお伺いしたいと思います。今、御紹介いただいたセミナ

ー、どれも非常に興味深く、特にこの１番最初の街道研究家の方のセミナーは大

変人気が高いのではないかなと想像しますが、以前も古文書のセミナーの時にも

大変な参加者の方がいらして、皆さんこういうことに興味がおありで関心を持っ

ているようでした。市民の自主勉強サークルみたいな感じで、多摩の地域史と

か、昭島の歴史とか、そういうことに関しての自主サークルみたいなものは、公

民館登録されていたりとか、結構いらっしゃるものでしょうか。すごいパワーだ

なというふうに私は感じていますが。 

 

〇市民会館・公民館長（立川豊） はい。特に歴史関係につきましては、そういったもの

にとても興味のある方が多くて、公民館登録団体としても、かなりの数があった

かなと思います。  

     歴史関係のこのような講座につきましては、毎回かなり定員オーバーするくら

い申込みが例年続いています。そういったところで、今回のその歴史にちなんだ

部分で、このような講座を開かせていただいたと、そういうところでございま

す。 

 

〇委員（紅林由紀子） はい、わかりました。ありがとうございます。 

 

〇教育長（山下秀男） あと、既存の団体がいくつあるのか、具体的な数は、とのお尋ね

がありましたか。 

 

〇委員（紅林由紀子） そういう自主サークル、勉強サークルというのが今、数多くある

とお伺いしたので、やはりなというふうに思いました。そういう方々の発表会み

たいな、それぞれが何かテーマを持って発表し合うようなイベントがあっても楽

しいと個人的には感じました。でも、本当にすごいパワーだなと思います。 

 

〇教育長（山下秀男） そうですね。ありがとうございます。 

氏井委員、どうぞ。 

 

〇委員（氏井初枝） 本当に歴史関係のものは、すぐいっぱいになってしまうと、以前か

ら言われていまして、公民館の中ではここの部屋が１番広かったでしょうか。希

望なさる方が１人でも多く入れるように、何か場所を御検討いただくとか。で

も、公民館はこれ以上広い部屋がなければ難しいかもしれませんけれども、ちょ

っと御検討いただければと思います。以前から本当、歴史関係はすぐいっぱいに

なるというのは言われておりますので、御存知だと思いますけど。 

２点目です。最後に御紹介いただいた、「こうみんかんほいくしつで」という

ものです。これもすごく素晴らしい企画だなと思いますけど、昨今またコロナが
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すごく増えてきたということで、この写真にもマスクをしているのが写っており

ますけれども、特に小さい子たちが集まるところですので、やっていただけると

思ますが、コロナ対策ということにつきましても、ぜひよろしくお願いしたいと

思います。以上でございます。 

 

〇市民会館・公民館長（立川豊） ありがとうございます。こちらの歴史の講座につきま

しては、学習会議室、一番広いこの会議室になってございます。今回 40名とい

うことで 募集をかけていますが、募集 40人でも、その１人、２人、増えた分に

つきましては、何らかの形で調整が可能であれば参加していただくよう、極力皆

さんに機会ができるように公民館のほうでも考えております、 

 現時点では、こちらのセミナーにつきましては、昨日時点で 26人の申し込み

がございます。まだ余裕がございます。 

それから、保育室でございますけれども、こちらの写真は昨年のものを載せさ

せていただいております。コロナ対策というところでは、実際に入室していただ

く前に手洗い、消毒するところがございますので、そういったところを促して、

お入りいただければ思っております。  

以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） ほかございますか。 

     眞如委員。 

 

〇委員（眞如むつ子） ４つ目の「こうみんかんほいくしつであそぼう」なんですけれど

も、今お話を聞いて、いいなと思いますが。日時が平日なので、土曜、日曜のそ

ういう企画をこれまでもされているのかもしれませんが、日ごろ働いているお母

さん、お父さん、子どもが土日だったらいいかなと思います。色々なさっている

とは思いますが、今後、そういうところもちょっとこう考えてもらえるといいな

という、そういう感想を持ちました。以上です。 

 

〇市民会館・公民館長（立川豊） ありがとうございます。講座も含め、土曜日または日

曜日が、やはり皆さんその都合をつけやすいというところで、その辺を念頭にお

いて、企画、運営のほうを考えさせていただいているところでございます。  

今回につきましても、保育士さん等のスケジュール等も調整しながら、この曜

日にさせていただいたところですが、その辺り都合がつくようであれば、週末な

どに企画できるように取り計らっていきたいと思います。ありがとうございま

す。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。感染症対策の状況を見ながら、適切な対

応をしっかりとして、実施していただきたいと思います。  

ほかにございますか。よろしいですか。ほか、ないようですので、以上で報告

事項７を終わります。 

     次の、報告事項(8)「第 71回昭島市民体育大会「自治会ブロック別大会」日程

表について」及び(9)「旧拝島第四小学校夜間照明設備更新工事に伴う夜間照明
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設備利用の一時休止について」までの２件につきましては、資料配布のみとさせ

ていただいておりますが、御意見等あれば、発言をお願いいたします。  

よろしいですか。 

     報告事項は、以上となります。 

それでは、暫時休憩といたします。再開は、10分後、２時 25分からといたし

ます。よろしくお願いいたします。 

（  暫時休憩  ） 

 

（   再 開   ） 

〇教育長（山下秀男） それでは、会議を再開いたします。 

議案第 16号「令和７年度昭島市立学校で使用する教科用図書の採択につい

て」を、議題といたします。事務局より提案理由の説明をお願いします。 

 

〇統括指導主事（田中晴恵） 議案第 16号「令和７年度昭島市立学校で使用する教科用

図書の採択」につきまして、「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する

法律」に基づき、来年度、使用する教科用図書について、本年度において採択す

る必要があるため、御提案申し上げるものでございます。 

その内容といたしましては、初めに中学校の通常の学級で使用する教科用図書

でございますが、「昭島市立小学校及び中学校使用教科用図書採択要綱」に基づ

き、校長、副校長、学識経験者、保護者代表からなる「昭島市立中学校教科用図

書選定資料作成委員会」を設置し、教科ごとに各調査研究部会において実施した

調査研究を基に、参考資料１として本日お配りしております。 

「令和７年度使用 昭島市立中学校教科用図書選定資料作成委員会 調査結果

報告書」を部会ごとに作成し、提出していただきました。  

また、市役所本庁舎と市民図書館において、教科用図書の展示を行い、市民の

皆様から市役所にて 19通、図書館で９通、あわせて 28通の御意見をいただきま

した。この御意見の内容につきましては、教育委員の皆様には事前に配布をさせ

ていただいております。 

これらの資料などを参考にしていただき、採択をお願いいたしたいと存じま

す。 

なお、本日は、中学校教科用図書選定資料作成委員会委員長及び調査研究部長

である校長、副校長の皆様に御出席いただいておりますので、報告書の概要につ

いて、それぞれ御説明いただくこととしております。 

次に、特別支援学級で使用する教科用図書の採択について御説明申し上げま

す。学校教育法附則第９条の規定による教科用図書につきましては、毎年採択を

行うことができるとされておりますため、「特別支援学級使用教科用図書の採択

に関する要綱」に基づき採択をお願いいたしたいと存じます。 

固定制の特別支援学級設置校である共成小学校、つつじが丘小学校、田中小学

校、富士見丘小学校、昭和中学校、多摩辺中学校、清泉中学校に設置をいたしま

した特別支援学級用教科用図書選定資料作成委員会において調査研究を行い、提

出された調査結果報告書を参考にして採択をお願いいたしたいと存じます。調査

結果報告書は参考資料２となります。 
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なお、固定制の自閉症・情緒障害特別支援学級である富士見丘小学校と田中小

学校、清泉中学校につきましては、通常の学級に準ずる教育課程を編成しており

ますため、教科用図書につきましては、すべて通常の学級と同一の教科用図書を

使用するとの調査結果の報告をいただいております。 

本日は、後ほど、知的障害特別支援学級設置校の特別支援学級用教科用図書選

定資料作成委員会の委員長である校長の皆様に御出席いただき、調査結果報告書

について、それぞれ御説明いただくこととしております。 

なお、特別支援学級を除く小学校で使用する教科用図書につきましては、令和

６年度より使用している教科用図書を継続使用する予定となっております。 

説明は、以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） 説明が終わりました。今、説明にありましたとおり、本日は、教

科用図書選定資料作成委員会委員長及び調査研究部長、知的障害特別支援学級設

置校の校長の皆様に御出席いただいております。 

初めに、調査研究部長の校長、副校長の皆様から、各調査結果報告書の内容に

ついての報告を受けたあと、一括して質疑を行うという順で進めたいと思いま

す。 

それでは、中学校教科用図書選定資料作成委員会委員長、並びに調査研究部長

の校長、副校長の皆様を、事務局から紹介をお願いいたします。 

 

〇統括指導主事（田中晴恵） それでは、本日、御出席の校長、副校長の皆様を御紹介い

たします。 

中学校教科用図書選定資料作成委員会委員長の瑞雲中学校、山下校長です。 

続きまして、各調査研究部会部長をご紹介いたします。 

国語・書写調査研究部長の昭和中学校、原島副校長です。 

続きまして、地理・歴史・公民・地図調査研究部長の瑞雲中学校、三田副校長

です。 

続きまして、数学調査研究部長の清泉中学校、加藤副校長です。 

続きまして、理科調査研究部長の福島中学校、前川校長です。 

続きまして、音楽一般・器楽調査研究部長の清泉中学校、佐藤校長です。 

続きまして、美術調査研究部長の拝島中学校、相部校長です。 

続きまして、保健体育調査研究部長の昭和中学校、渡部校長です。 

続きまして、技術調査研究部長の福島中学校、高橋副校長です。 

続きまして、家庭科調査研究部長の多摩辺中学校、堀田校長です。 

続きまして、英語調査研究部長の、多摩辺中学校、定森副校長です。 

続きまして、道徳調査研究部長の、拝島中学校、森田副校長です。 

     以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） 中学校教科用図書選定資料作成委員会委員長、並びに各教科調査

研究部長をお務めいただきました校長、副校長の皆様には、改めてお礼を申し上

げます。どうもありがとうございました。 

それでは、調査結果報告書の説明を受け、質疑応答に入ります。 
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初めに、中学校教科用図書選定資料作成委員会における検討の経過について、

委員長の瑞雲中学校、山下校長より報告をお願いしたいと思います。 

 

〇瑞雲中学校校長（山下久也） 私からは、これまでの教科用図書選定資料作成委員会の

審議経過など、全体を通しての説明をさせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

５月 10 日に第１回教科用図書選定資料作成委員会を開催し、採択事務や調査

研究について確認をいたしました。 

次に、５月 20日の調査研究部会説明会の後、各中学校に教科用図書の展示を

実施するとともに、各教科の調査研究部会において教科用図書の調査研究を行

い、調査結果報告書を作成いたしました。そして、７月２日に第２回、７月９日

に第３回の教科用図書選定資料作成委員会を開催し、調査研究部会から調査結果

の報告がございました。 

調査研究項目につきましては、「内容」と「構成上の工夫」に分けて、教科ご

とに A3 用紙１枚にまとめております。なお、市民の皆様からお寄せいただいた

御意見につきましては、事務局から報告がございました。 

調査研究部会からの報告、及び市民の皆様からの御意見を参考に調査結果報告

書について審議を行い、教科用図書選定資料作成委員会としての調査結果報告書

を作成し、教育委員会宛て提出をさせていただきました。報告は、以上でござい

ます。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。 

それでは、各教科の調査結果についての報告を、順次、お願いいたします。な

お、質疑応答につきましては、最後に一括して行うことでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」との声あり） 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。それでは、初めに、国語・書写の調査研

究部長の原島副校長、お願いいたします。 

 

〇昭和中学校副校長（原島芳郎） はい。国語ですが、まず東京書籍ですけれども、内

容、③「教科の特質に即した要点や考え方などに対する配慮」では、 未来を考

えるための９つのテーマについての認識を深めていくような構成になっている、

身近に捉えられる工夫がなされている、というようなことがありました。 

また、三省堂では内容②「内容の抑え方に対する配慮」では、単元の最後に、

「学びの道しるべ」として、目標、構造や内容を捉える、読みを深める、自分の

考えを深める、学びを振り返る、の順番で、見開きで学習の振り返りができるよ

うになっている、イラストや構成が若々しい印象、ということがありました。 

教育出版では、内容②「内容の抑え方に対する配慮」では、単元の前に「学び

ナビ」として、目標、文章の構成についてヒントが書かれており、単元の最後に

「道しるべ」として、内容を捉える、読み深める、自分の考えを伝え合う振り返

りがある。「学びナビ」ついては、使いやすいという御意見の先生と、そうでな

い先生に分かれました。 
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構成上の工夫①「内容の組織、配列及び発展的な系統に対する配慮」では、全

体的に難易度が高い教材が多く、発展的内容が充実しているということがありま

した。 

光村ですけれども、内容②「内容の抑え方に対する配慮」では、単元の最後に

「学びへの扉」として、目標を捉える、読み深める、考えを持つ、振り返る、が

１ページでまとめてあり、 隣のページに「学びの鍵」として、連続した読みが

できるようになっている。 

構成上の工夫③「教科の特質に即した主要教材、補助教材並びに基礎的事項の

取り扱いに対する配慮」では、「語彙ブック」という語彙力を高める教材が付属

されていて使いやすいということがわかりました。 

構成上の工夫⑤「学習活動に対する配慮」では、CBTを使った国語の力試しや

書くことのミニレッスンが設定されている、予習、復習に使えるという意見が上

がってきました。国語は以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。次に、書写の説明をお願いいたしま 

す。 

 

〇昭和中学校副校長（原島芳郎） はい。書写ですけれども、東京書籍、内容④「表記や

表現に対する配慮」では、書き込み欄においての左利きの生徒への配慮、使う色

が厳選されていて、特別支援、色彩、色覚への配慮がなされている。教材、文字

が見開きの左ページにあるということがありました。 

     構成上の工夫③「教科の特質に即した主要教材、補助教材ならびに基礎的事項

の取り扱いに対する配慮」では、教材文字が他社と比べて難易度が高いというこ

とが挙がっておりました。 

三省堂ですが、構成上の工夫③「教科の特質に即した主要教材、補助教材なら

びに基礎的事項の取り扱いに対する配慮」では、文字を使いこなす例として、楷

書や行書で詩を表しており、YOASOBIの歌詞を取り入れるなど、 ポップな印象で

あるということがありました。 

教育出版、内容①「生徒の発達段階に対する配慮」では、筆の運び方について

の 解説を文章で詳細に明記し、筆の運び方が理解しやすい工夫をしているとい

うことが挙がりました。 

構成上の工夫⑤「学習活動に対する配慮」では、「手本に中心線、補助線、書

き順は基準がある」、「充実している反面、扱いきれるかどうか」という意見が

ありました。  

光村図書ですが、内容①「生徒の発達段階に対する配慮」では、 筆の運び方

について図を大きく記載して、筆の運び方が理解しやすい工夫をしているという

ことが挙がりました。 

     内容④「表記や表現に対する配慮」では、筆圧の色づかいに朱を入れてあり、

筆の穂先の向きも写真で明示されている 教材文字が見開き前面にあるというこ

とがありました。 

構成上の工夫③「教科の特質に即した主要教材、補助教材ならびに基礎的事項

の取り扱いに対する配慮」では、「別冊 書写ブック」で補助的に学習ができ
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る、ほかにワークを買わなくてもよいということが挙がっておりました。  

書写は以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。 

次に地理について、三田副校長、説明をお願いいたします。 

 

〇瑞雲中学校副校長（三田祐太） はい。では、社会科地理的分野の説明をいたします。 

     まず、東京書籍です。内容面、構成上の工夫の面において、探求課題の設定が

各単元であります。  

探求課題の中から個人活動を行ったり、グループ活動を行ったりすることがで

きるような教科書構成になっております。 

教育出版です。表記や表現に対する配慮が行き届いております。具体的には、

カラーユニバーサルデザインに基づいた紙面作りがされています。  

図販資料は、配色とともに形や模様などの表示も工夫されていて、判読しやす

いです。  

帝国書院です。内容面全般にわたって、小学校の学習内容とのつながりを意識

していることがわかる構成になっております。紙面上に小歴公民、小学校の小、

歴史の歴、公民の公という見出しがあり、 生徒自身で小学校での学習や歴史的

分野、公民的分野などの関連を想起できるようになっております。  

日本文教出版です。こちらも小学校で学習した内容がわかる構成になっており

ます。連携のコーナーを設け、小学校社会科の学習や地理的分野、公民的分野と

の学習のつながりが示されております。地理的分野については以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。続けて、歴史の説明をお願いいたしま

す。 

 

〇瑞雲中学校副校長（三田祐太） はい。歴史的分野の説明を行います。 

まず、東京書籍です。各ページの右端に小年表があり、該当部分が色分けされ

ているので、どの時代を扱っているのかがすぐに理解できるような配慮がなされ

ております。また、各章の導入ページには、イラストや諸資料が掲載されてお

り、時代背景を捉えやすい構成になっております。 

     教育出版です。各単元の単元名がユニークであり、生徒の関心を高めやすい構

成になっております。また、１つの歴史的事象について様々な角度から捉えられ

るように多くの資料が掲載されていて、深い学びが行いやすいようになっており

ます。 

帝国書院です。地理同様、小学校の学習内容との系統性がわかる構成になって

おります。歴史的事象を多面的、多角的に捉え、考察できるようになっておりま

す。また、「タイムトラベル」のページでは、二次元コードを使用し、発展的な

学習ができる工夫がされてあります。 

山川出版社です。「歴史との対話」のページでは、身近な歴史的事象について

レポートを作成する方法がワークシート形式で書かれており、深い学びが実施し

やすい構成になっております。 
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日本文教出版です。歴史的な見方、考え方を深めていく上で、時系列、推移、

比較、繋がりという４つの視点が設けられており、探求的な学習につなげやすい

構成になっております。  

自由社です。各単元において必要十分な諸資料が掲載されており、副教材を使

用しなくとも授業実践が可能であります。単元の最後のページが次の単元のペー

ジにつながっている構成になっており、歴史のつながりを視覚的に理解できるよ

うな工夫がされています。 

育鵬社です。各単元にわたって、本時の課題と探求課題が明記されており、学

習者によって発展的な学習ができるように工夫されております。課題が問いかけ

形式になっているので、自分の考えを持てるような工夫がされております。 

学び舎です。各単元の終わりに「歴史を体験する」というコラムがあり、地域

の歴史の歩き方などが具体的に書かれております。対話を通じて生徒同士の体験

的な学びが実践できるよう工夫されております。 

令和書籍です。目次がシンプルな表記となっております。文献資料、年表、系

図などが豊富であります。各章には、地理的分野との関連が明記されたり、学習

課題が明記されたりしております。 

以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。続けて、公民的分野の説明をお願いし

ます。 

 

〇瑞雲中学校副校長（三田祐太） はい、公民的分野です。 

東京書籍です。「18 歳へのステップ」が設定されており、18歳でできるこ

と、選挙の流れなどを学習と関連づけて学べるようになっております。話し合い

活動で有効な思考ツールを示してあり、対話的な学びができる工夫があります。 

     教育出版です。導入資料や追及の中心となる資料による解説文が充実してお

り、 学習に入りやすい工夫が凝らされております。 

帝国書院です。「公民プラス」のページでは、世界の憲法が特集されており、

実社会での動きや事例が提示されております。 

日本文教出版です。「アクティビティ」のコーナーや「公民プラスアルファ」

のコーナーでは、まるばつクイズ形式で 生徒の関心を高めるような工夫がされ

ております。 

自由社です。単元の定着を生徒が書き込めるようなワークシート形式のページ

があり、生徒自身で理解、把握につなげる構成の工夫が見られます。 

育鵬社です。写真、イラストは多く添付されており、課題がわかりやすくする

工夫が見られます。節の課題が同じ単元の間、常に視覚化されており、単元の問

いについて考えられる工夫が施されております。 

     以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。次に、地図の説明お願いします。 

 

〇瑞雲中学校副校長（三田祐太） では、最後に地図です。 
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東京書籍です。各見開きに設けられている問いの中に、資料活用能力や思考力

を高める問いが設定されたつくりになっています。目次やページで様々色分けが

されており、参照しやすい構成になっております。 

帝国書院です。資料のページに設けられている主題学習によって、学習の着眼

点がわかりやすい構成になっております。産業や環境に関するものは絵記号が用

いられており、読み取りやすい工夫が見られます。 

以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。次に、数学の説明を加藤副校長、よろ

しくお願いいたします。 

 

〇清泉中学校副校長（加藤崇博） 数学を報告いたします。 

まず、東京書籍です。素数に関する内容が１年生の第０章として使われてい

る。構成上のところでは、１年生で８章構成となっているのは、この東京書籍と

教育出版となっております。 

また、生活の中で関わりがある内容を導入して、興味関心を引き出す話題によ

り学習するきっかけを作っているとなっております。  

大日本図書です。日常生活に沿った問題が用意されており、生徒の興味がつな

がりやすく、発展的な内容も含まれています。 

学校図書です。各領域の最初に既習事項が系統的にまとめられております。 

教育出版です。各節に数学の広場として興味関心をひく内容が扱われておりま

す。 

啓林館です。振り返り、例題、問い、説明と段階的に学習する構成となってお

ります。 

学研出版。仮想的な題材を中心とした教材や興味を持って読み進められる、数

学旅行など、意欲のある生徒に向けた要素が設定されております。  

日本文教出版です。問いの間にチャレンジ問題が用意されているところもあ

り、発展的な学習も取り込めるように設定されております。 

以上になります。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございました。次に、理科、前川副校長、説明

をお願いいたします。 

 

〇福島中学校校長（前川法彦） では、理科を説明させていただきます。 

まず、東京書籍です。東京書籍では、１年生では探求の流れ、それから考察な

どの学習の仕方が丁寧に書かれています。２年生では問題発見、振り返りの流れ

があって、３年生では探求の過程を振り返りながら思考の広がりを促す配慮がさ

れております。 

     また、問題提起、実験、結果の流れがページごとにまとまっており、見やすく

理解しやすい、また、学習しやすい工夫がされて、ページを開くと結果がわかる

という配慮がされております。 

     写真やイラスト等が大きく、視覚から理解や学習意欲が高められるという工夫
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がされております。  

構成上の工夫としまして、生徒の科学的な概念の形成に配慮された単元の配列

になっているのが特徴です。  

また、字の大きさを内容に合わせて変えて、重要なところをわかりやすくして

いるということが工夫されています。 

     また、基礎的事項に関しては、定義が鋭意に書かれており、例題等を通して習

得しやすく配慮されております。  

さらに、「教科書の使い方について」ということで記載があり、授業を進める

上で見通しが持ちやすいという構成になっております。  

学習のステップを踏んで、探求の過程に直結した学習活動が、配慮、配置、さ

れているということがあります。 

     コンテンツ、二次元コードのコンテンツが豊富で、授業や家庭学習にも有効に

活用できるような作りになっております。  

続きまして、大日本図書です。大日本図書は、日常生活や社会との関連を重視

した身近な自然の事物、現象、題材を、科学的に探究するために必要な、資質能

力を育成できるように配慮されております。また、探求の過程を重視して思考力

を高められるように配慮されております。  

つくりといたしまして、構成上の工夫といたしましては、発問、実験、観察、

解説の流れで構成されており、１時間単位で学習できる量が見開きで設定されて

おります。 

続きまして、学校図書です。学校図書では、１年でレポートのまとめ、資料の

整理、２年生では実験の計画、考察、３年では振り返りの部分が重点的に扱われ

ております。また、実験の仮説の立て方、科学的な考え方のヒントということで

記載がされております。 

さらに、単元の初めには SDGS関連の表記があり、補助資料のページも示され

ております。  

構成上の工夫といたしましては、発展的な内容は本文の最後にまとめて記載し

てあります。  

教育出版です。 

     内容におきましては、主体的で対話的な深い学びということで、そのことを促

す扱いが充実しております。観察、実験において目的意識を持って取り組めるこ

とや、 科学的な探求能力の育成、事故防止についての配慮等の工夫が適切にな

されております。 

１年生では、文字や量を大きめに取っていること、イラストと写真の特性を上

手に使い分けていて、ユニバーサルデザインの視点を取り入れながら意識して作

られております。 

構成上の工夫といたしまして、単元の初めに章の構成、学習内容の簡潔な紹介

がなされており、見通しが持てる配慮がされております。 

続きまして、啓林館です。啓林館は探求的な学習が見通しを持って進められる

ように抑えられているというのが特徴です。また、観察、実験において詳しい記

述がなされており、学習の流れがわかりやすくなっています。 

構成上の工夫といたしましては、実験、観察について、目的、方法、結果、考
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察の過程が一方のラインで示されており、探求学習をしやすい配慮がされており

ます。  

また、学習のまとめや例題、練習、単元末問題が充実しているという特徴があ

ります。以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。次に、音楽一般の説明の佐藤校長、よ

ろしくお願いいたします。 

 

〇清泉中学校校長（佐藤晴美） 音楽一般について御説明いたします。 

     まず、内容の２、内容の抑え方に対する配慮についてでございます。 

創作の学習についでですが、教育出版は、七五調の日本語の歌詞を作り、リズ

ムをつけ、言葉の抑揚から旋律を作ってまいります。七五調から作り上げること

で、日本語の言葉の美しさ、音やまとまりを意識することができます。身近な日

本の歌詞から創作、また、音も、ミ・ソ・ラの３音に限定されて作成していくス

モールステップなどの取り組みから、子どもたちも学びやすい反面、自由な発想

を伸ばす点では制限される一面もあります。２・３年生については、言葉とリズ

ム、リズムパターンの創作と段階的に積み上げていく内容となっております。 

     教育芸術社は既習の旋律について、音の高さや進行など要素を分析し、リズ

ム、和音作りを既習したのちに、和音進行に合う旋律を自分の発想で作ってまい

ります。 

     既習曲を生かす作りやすさ、学習の継続性がある流れとなっております。２・

３年生については、俳句と民謡音楽、音階をいかした旋律作り、リズム伴奏を活

かした旋律、伴奏、音色作りと積み上げていき、合奏やオーケストラに通じるよ

うな音楽作りへと発展しております。  

２点目です。構成上の工夫１「内容の組織配列及び発展的な系統に対する配慮

について」です。 

教育出版は、歌唱、鑑賞、創作の関連が縦軸、横軸で追いやすい形になってお

ります。右下の学習の進め方に要素や学習のポイントがまとめられております。  

教育芸術社は、縦軸、横軸の関連に加えて、３点目の評価基準に分けて、身に

つけたい力を端的に記載しております。 

     ３点目でございます。構成上の工夫の３「教科の特質に即した主要教材、補助

教材ならびに基礎的事項の取り扱いに対する配慮について」です。  

共通教材「浜辺の歌」と「夏の思い出」についてです。  

配列、配置学年が２社では異なった配列となっております。２曲の大きな違い

は拍子にあります。まず、教育出版社は、１年生に「夏の思い出」、２・３年

生、上に「浜辺の歌」。教育芸術者は、１年生に「浜辺の歌」、２・３年生、上

に夏の思い出を配置しております。「浜辺の歌」が８分の６拍子、「夏の思い

出」が４分の４拍子となり、のびのびと声を出しやすいのは、「夏の思い出」と

なっております。 

教育出版社は、声の出しやすい「夏の思い出」を１年生に置き、複合拍子とな

る「浜辺の歌」を２・３年生以上に置いております。単旋律で曲の形式、曲想と

歌詞について学習する内容となっております。 
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     それに対して教育芸術者は、複合拍子を小学校４年生から既習しているという

流れを踏まえ、１年生で「浜辺の歌」、２・３年生上で「夏の思い出」を置き、

情景と歌詞を結び付けた抑揚表現を重視した学習となっております。 

     「夏の思い出」については、曲にふさわしい表現の工夫を二重唱で歌える作り

と発展しております。 

以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。続けて器楽の説明をお願いいたしま

す。 

 

〇清泉中学校校長（佐藤晴美） 音楽・器学について御説明いたします。 

まず、内容３ 「教科の特質に即した要点や考え方などに対する配慮」及び

「構成上の工夫」の１、「内容の組織配列及び発展的な系統に対する配慮」につ

いてです。教育出版社は、リコーダー、西洋楽器から篠笛、尺八、和楽器、そし

てギター、西洋楽器、箏、三味線、和楽器と交互に配置し、管楽器、弦楽器、打

楽器と楽器の分類ごとに学ぶ流れとなっております。 

     また、音楽一般で学ぶ同一曲、例えば１年生では「春」、２・３年生では「ア

メージンググレイス」、「ボレロ」、「火星」と「木星」、２・３年生下では

「ブルタバ」など共通した曲が配置されております。  

教育芸術社は、リコーダー、ギターの西洋楽器から和楽器へと外国と日本の楽

器に分類した学びの流れとなっております。また、打楽器については、和楽器、

西洋楽器の両方を学ぶ機会となっております。 

さらに、アンサンブル曲の豊富さがあり、様々な形で器楽演奏を行えるように

なっております。一般で学ぶ同一曲は教育出版よりは少ないのですが、「春」、

「ブルタバ」は共通した曲となっております。 

     次に、構成上の工夫⑤「学習活動に対する配慮について」です。２次元コード

については選定対象外ではありますが、学びを支援する手立てが工夫されており

ます。教育出版は、基本的な奏法について動画が掲載されております。教育芸術

社では、様々な奏法に加え、演奏家の動画を入れ、技術向上の参考となる演奏を

掲載しております。また、伴奏を掲載し、個人練習、少人数グループ練習など自

主的に行えるような工夫がされております。 

以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございました。次に、美術について、相部校

長、説明をお願いいたします。 

 

〇拝島中学校校長（相部公太郎） はい。それでは、まず開隆堂からです。図画工作から

美術へのつながりを意識した導入ページが設けられています。また、参考作品の

本質を伝えるために、原寸大で鑑賞できる図版を効果的に配置しています。 

     最後に、著作権についての説明。これが大変わかりやすく、重要さの伝わる工

夫がされています。 

光村図書、まずは、身の回りにある「美しい」を感じることを１年生の教科書
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の冒頭に強く打ち出している配慮がされています。美術の授業では、やっぱり美

しさを敏感に感じるというところを教員のほうでは伝えていきますので、ここは

伝えやすいのではないかというようなことが多かったです。 

次に、日本美術の素晴らしさが伝わる内容と分量の配慮がありました。 

そして、これは３社の中でこの光村図書だけでしたが、３年間活用できる実用

的な教材として、材料や技法など充実した別冊資料が用意されていまして、わか

りやすく理解しやすい工夫がされています。 

続きまして、日本文教出版です。こちらは他社と比べて、３冊構成になってい

ます。それで、学年別指導を考えた編集がされていまして、生徒の成長に応じて

系統立てられているという特質がありました。それと、鑑賞の入口、造形的な視

点、表現のヒントなど３つの要素で指導内容が構成されています。また、原寸大

図版や、折って立てられる屏風など、子どものイメージが広がるような工夫がさ

れていました。 

３社とも。参考作品、図版の美しさはそれぞれ甲乙つけがたい。また、デジタ

ルコンテンツの導入、SDGSの視点につきましても甲乙つけ難く、どの教科書も工

夫されていました。 

以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。次に、保健体育について、渡部校長、

説明をお願いいたします。 

 

〇昭和中学校校長（渡部尚） はい。保健体育では、東京書籍、大日本図書、大修館書

店、学研教育未来の４社について調査を行いました。 

共通して言えることは、どの教科書もユニバーサルデザインを意識したつくり

であり、サイズが AB 版ワイドであることや、ユニバーサルデザインフォントを

使用していました。 

また、教科書全体の表現や取り扱う写真が非常に多様性を意識していて、体育

分野の単元であるスポーツの多様性について、表紙や巻頭資料の写真からも自然

に生徒に意識させる構成となっていました。  

そして、教科書のほか、２次元コードによるコンテンツも、その内容やボリュ

ームには差があるものの、現行の教科書に比べて各社、力を入れているのが伺え

ました。 

個別に報告します。まずは東京書籍です。 

内容の２です。単元ごとに「見つける」、「課題の解決」、「広げる」の３つ

の構成になっており、学習の見通しが持て、それぞれのまとまりごとに話し合い

活動にも持っていける構成になっていました。 

内容の４です。用語解説が巻末にまとまっており、検索しやすくなっていまし

た。 

内容の５です。中学生の SNSの使用にかかる健康被害やトラブルに巻き込まれ

る危険性について、単発ではなく、いくつかの章に関連づけて取り扱っていまし

た。 

構成の工夫１です。他社に比べ唯一、保健編から体育編の構成になっていまし
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た。また、「巻末スキルブック」というものがあり、発展的な内容も抑えてい

て、より学習を深めることに効果的と感じました。  

構成の３です。補助教材としての二次元コードですが、他社に比べ、自社コン

テンツが非常に豊富で、３分程度のドラマ仕立ての短編動画や、専門家へのイン

タビューなど、非常に生徒の興味をひくものでした。  

大日本図書です。内容の２です。単元ごとに「つかもう」、「やってみよ

う」、「活用して深めよう」の３つの構成になっており、学習の見通しが持て、

それぞれのまとまりごとに話し合い活動に持っていける構成になっていました。 

     また、章ごとのまとめが、資料を元に話し合い活動ができる構成になっていま

した。 

内容の４です。用語解説が巻末にまとまっていて、検索しやすくなっていまし

た。 

内容の５です。中学生の SNSの使用にかかる健康被害、トラブルに巻き込まれ

る危険性について、口絵のほうに詳しく特集されていました。 

     構成の工夫１です。所々にトピックスがあり、発展的な内容の解説がされてい

ました。  

構成の３、補助教材としての二次元コードですが、動画のコンテンツや外部リ

ンクに加え、PDFによるまとめの問題やワークシートも備わっていました。非常

にバランスがいい作りとなっていました。 

     構成の４、こちらは非常に特徴的だったのですが、口絵に 14ページを割き、

他社に比べて倍近くの巻頭資料の多さとなっていました。 

続いて大修館書店です。  

内容の２です。単元ごとに今日の学習で大きな狙いを示すところから始まり、

課題をつかむ、学習のまとめの３つの構成になっており、学習の見通しが持て、

それぞれのまとまりごとに話し合い活動に持っていける構成になっていました。  

また、章ごとのまとめが問題形式になっており、発問から学習の振り返りがで

きる構成となっていました。  

内容の４です。用語解説が巻末にまとまっており、非常に検索しやすくなって

いました。 

     内容の５です。中学生の SNSの使用にかかる健康被害やトラブルに巻き込まれ

る危険性について、多くの章に関連付けて非常に詳しく表記していました。 

構成の工夫１です。章末問題に加え、章のまとめが充実しており、考えて話し

合うことができる構成になっていました。コラムも多くありました。 

     そして、構成の３、補助教材としての二次元コードですが、動画のコンテンツ

が非常に充実しているとともに、クイズ形式での問いやワークシート、さらに教

員が授業の進行に使いやすいパワーポイントのスライドデータも充実していて、 

これまでのように教師が時間をかけて作成しなくてもよいという意見が聞かれま

した。 

最後に、学研教育みらいです。 

     内容の２です。単元ごとに学習の目標で大きなねらいを示すところから始ま

り、課題をつかむ、考える、調べる、まとめる、深める、の構成になっており、

学習の見通しが持ちやすい構成になっていました。 
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内容の４です。用語解説は巻末にまとまっており、検索しやすくなっていまし

た。 

     内容の５です。中学生の SNSの使用にかかる健康被害やトラブルに巻き込まれ

る危険性については、いくつかの章に関連づけての表記でした。  

構成の３です。補助資料としての二次元コードですが、コンテンツが充実し、

ワークシートもありますが、その内容の多くは外部リンクに飛ぶという内容にな

っていました。  

以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。次に、技術・家庭、技術分野につい

て、高橋副校長、説明をお願いいたします。 

 

〇福島中学校副校長（高橋実） それでは、技術科の説明をさせていただきます。 

まず、東京書籍からです。  

内容の①の生徒の発達段階に対する配慮の部分では、「技術の扉」という技術

を学習する上で基本的なこと、また、学習を進める上で必要になってくる問題解

決の事例の充実したページが各章にあり、生徒が理解を深めやすくなる工夫があ

ります。 

内容の②の「内容の抑え方に対する配慮」としましては、原理や法則、基礎的

な 技術の仕組みについて内容を裏付ける図や資料を細かく掲載していて、生徒

目線としては理解がしやすいと思われます。 

内容の④の「表記や表現に対する配慮」につきましては、ユニバーサルインフ

ォントを活用し、丸ゴシック体で強調しております。また、各節では、「目

標」、「レッツスタート」、「学習課題」、「まとめよう」などを、同じ位置に

配置し、統一性のあるレイアウトで見やすさの工夫がなされています。 

次に、構成上の工夫の④の「全体の構成が見通せるような配慮」の部分では、

３年間の学習の見通しを立てるとともに、技術について関心を持たせる「技術分

野のガイダンス」を巻頭に 13ページ設けていて、生徒は３年間をイメージしや

すくなるように工夫されております。 

また、個の学びを深める部分と共同で学びを深める部分とのレクチャーがあ

り、非常にわかりやすくなっております。 

     全体的に文字と図やイラストなどの配分がよく、目に入ってきやすい印象でし

た。 

次に、教育図書です。内容の①の「生徒の発達段階に対する配慮」の部分で

は、 技術を見つめよう、技術を生かそう、未来を作ろうの３つを軸にスモール

ステップで学習を進める工夫があります。 

     また、ステップ１、ステップ２と細分化されており、順序立てて学ぶ工夫がな

されていて、生徒もわかりやすいと思われます。また、主に技能の部分で使用で

きる別冊「技術ハンドブック スキルアアシスト」では、図やイラストが大き

く、補足資料も豊富でした。 

     ③の「教科の特質に即した要点や考え方などに対する配慮」では、「振り返

り」、「もっとやってみよう」などの課題設定が見やすく工夫されており、生徒
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が自己評価をしやすいように工夫されております。また、安全面に関する配慮事

項についても各分野で充実しており、詳細に記載されております。 

次に、構成上の工夫の②の「各領域の分量に対する配慮」では、各分野におい

て偏りがなく適切です。また、「技人」など、資料などに社会で活躍している人

の詳細について具体的に記載されており、各分野の補足資料が充実しています。 

④の「全体の構成が見通せるような配慮」の部分では、３年間の学習の見通し

を持たせるために簡潔にまとめられており、見やすい工夫がなされております。

また、見やすく色分けもされております。 

     最後に、開隆堂です。内容の①の「生徒の発達段階に対する配慮」の部分で

は、 問題解決の流れを順序よく記載しており、シンプルで見やすい工夫があり

ます。また、 問題解決の考え方や実際の方法なども、生徒が理解しやすい工夫

がなされております。 

     ④の「表記や表現に対する配慮」につきましては、全体的にシンプルであり、

ポイントとなる内容はわかりやすく表記してあります。また、文字と写真、図、

表などのバランスが適切であります。  

⑤の「昭島市の地域性に適しているか」では、生徒の目が地域に向くように、

地域の技術について取り上げた写真や話題を掲載しており、自分たちの地域と関

連付けやすくなっております。  

次に、構成上の工夫の②の「各領域の分量に対する配慮」では、各分野におい

て偏りがなく適切であります。また、「参考 やってみよう」、「これからも〇

〇の技術」などの内容においても、各分野に資料が充実しており、発展的な内容

も 工夫があり、生徒が学習しやすいと思われます。 

④の「全体の構成が見通せるような配慮」の部分では、年間の学習の見通しを

持たせるために必要最小限の記載にとどまっておりますが、各分野の最初のペー

ジで全体を見渡すことができるように内容も分類してあり、分野の見通しが持ち

やすくなっております。 

以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。次に、家庭分野について、堀田校長、

説明をお願いいたします。 

 

〇多摩辺中学校校長（堀田典子） はい、よろしくお願いします。 

家庭科は、東京書籍、教育図書、開隆堂の３社です。内容の①②に関しては、

「発達段階に対する配慮」についてはどの出版社も、小学校の学習内容を振り返

り、 自立、共生と持続可能な生活を目指す内容になっていました。 

発展的な内容を扱うところでは、キャリア教育につながる内容となっており、

全ページを通してキャラクターがナビゲートし、学習に取り組みやすい工夫があ

るところでは大きな大差はありませんでした。 

内容③「教科の特質に即した要点や考え方に対する配慮」については、東京書

籍は B分野の特に食生活、生活が充実しており、実習題材も豊富で、基礎、基本

の習得に向けた手順がわかりやすく示されているほか、栄養素と食品群の関係

や、食物アレルギーの説明がわかりやすく解説されていました。 
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教育図書は B分野の食生活、住生活、C分野の消費生活が充実していました

が、特に調理実習では、時短調理の紹介のほか、主な調理実習については、アレ

ルゲンとなる食品の指摘や代用品の提案があり、食物アレルギーの事故防止への

配慮がありました。  

開隆堂については、A分野の家族、家庭と B分野の住生活が充実していまし

た。特に家族関係については、ヤングケアラーや里親委託など、家族の多様性だ

けではなく、LGBTQについても取り上げ、生徒が現代社会の課題として関心を持

って話し合いができる工夫がありました。  

内容④表記や表現については、教育図書と開隆堂は色づかいが鮮明で、細かい

表でも読みやすかったです。 

内容⑤地域性については、報告書の記載のとおり、３社とも地域の特色を生か

した内容を取り上げられる教材がありました。 

     構成上の工夫についても、各社、自立を目指す課題の発見、課題の解決、実生

活につながる具体策を考えさせる構成でした。また、キャリア教育につながる発

展的な内容を取り上げ、未来の学び、地域社会とのつながりを意識した工夫は各

社とも共通していました。 

構成上の工夫③④については、各社とも用語の解説や豆知識となるコメントが

充実しており、学習ページも一目で見渡せる点では大差ありませんでした。  

構成上の工夫⑤学習活動に関する配慮については、各社とも二次元コードを活

用して動画や思考ツール、ワークシートなどを教材として活用できるコンテンツ

が充実して、経験の浅い教員も活用しやすいものでした。 

特に教育図書の二次元コードは横にコンテンツの内容が記載されているため 

活用しやすく、自社で作成したコンテンツだけではなく、ウェブページにもつな

がり、ICTを効果的に活用した探究活動でも幅広く活用できるものでした。 

     家庭科研究部からは以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。次に、外国の英語の説明を定森校長、

よろしくお願いいたします。 

 

〇多摩辺中学校副校長（定森夏子） はい。それでは、外国語、英語理解について報告し

ます。  

全体的に各社とも創意工夫があり、ユニバーサルデザインの採用などの配慮が

されている内容となっていました。６社それぞれの特徴について御説明したあと

に、調査部会で特に意見が上がった点をお話しします。 

まず、東京書籍は、自己表現の指導がしやすく、英語が楽しいという感覚の育

成を重視した内容になっています。また、明確な目標設定がされており、アクテ

ィビティからパフォーマンステスト評価につなげることができます。  

開隆堂は、各プログラムに SDGS との関連がマークで表示されていて、英語学

習をしながら SDGSについて考えられるようになっています。全体の構成とし

て、学習の流れが見通せるようにパターン化されています。 

三省堂は、小中連携の視点に立った構成と活動、題材があります。また、楽し

く小学校の学びを振り返る工夫がされています。内容としては、変わらずに大事
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にしているキング牧師などの題材と、環境や人権といった新しい題材がバランス

よく配置されています。  

教育出版は、単元末の言語材料のまとめに２、３ページ程度使われていて、説

明が丁寧です。巻末にワードリストがあり、表現活動に取り組みやすくなるよう

なコツも示されています。  

光村図書は、ストーリーを重視した構成で、発達段階にあった漫画、動画を使

って無理なく学習できる工夫があります。ストーリーがあることで、復習として

のリテリング活動がしやすくなっています。 

啓林館は今日的な題材を多く取り入れていて、興味を持って読むことができる

内容となっています。２次元コードからの教材はアニメーションと動画が多く、

充実しています。各社の特徴については以上です。 

調査部会として特に使いやすい点として挙がったのは、東京書籍のデジタル教

科書です。どの出版社も二次元コードの教材は充実していて、デジタル教科書も

改正されていますが、東京書籍のものは特に操作がわかりやすく、１番使いやす

いという意見が多く出ました。 

英語については以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。次に、道徳について森田副校長先生、

説明をお願いいたします。 

 

〇拝島中学校副校長（森田倫子） はい、よろしくお願いいたします。 

まず、特別の評価、道徳ということになりまして、まず大事になっていくこと

が、問題解決的な学習を取り入れたり、これまでのような１つの視点だけで考え

るのではなくて、考える道徳、議論する道徳というものにつなげられるような教

科用図書を選定したいという視点から話し合いを進めてまいりました。 

     まず、それぞれの出版社の特徴を、考える道徳、議論する道徳につなげられ

て、どういうふうにアプローチをしているかということで見ていった場合に、ま

ず「新しい道徳」、東京書籍ですが、例えば、同じ登場人物を１年生、２年生、

３年生で取り上げて、その子たちが友情をどのように育んでいくかというものを

描いた教材がありました。また、読み物教材や、それから 最近話題になってい

る人たちがコラムに登場するなど、教材にも工夫がありました。さらに、２次元

コードの中でも「NHK for school」を使われているというところに特徴がありま

した。  

最後に、心情円というものを用いられておりまして、これもアプローチの仕方

として工夫をされていたかと思います。   

次に、教育出版ですが、内容の③「教科の特質に即した要点や考え方に対する

配慮」のところで、「学びの道しるべ」というのを書かせていただいているので

すけれども、この「学びの道しるべ」のところでは、３つの問いというものを挙

げられております。１つ目、教材を基に問題意識を持つ問い、２つ目、自分ごと

として多面的、多角的に考えると問い、３つ目、自分の振り返り、これを振り返

り、これからの生き方について深く考える問い、というということで、この３段

階で議論を進められるように工夫をされておりました。 
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     次に、光村図書ですが、この光村図書については、このまた③のところの自分

ごととして捉えながら実生活に関連づけるということで、これについても、問い

というところで、１つ目が、自分に問う、自分はどうしてそう考えるのかという

ところで考える、２つ目に、友達と問い合うという問いを挙げられております。 

最後に、自分の考えたこと、今日考えたことはこれからの自分にどう関わるの

かということで、生き方を問うというところで、「学びの道しるべ」はこの３つ

の段階で考えるように工夫をされておりました。 

次に、日本文教出版ですが、これは題材がとても新しく、または現代的です。

特に挙げられている教材の特徴としては、苦悩や努力を描き、人間の生き方を議

論したくなるような教材を多く用いられておりました。また、ミニ教材で道徳開

きをするようにもされております。 

次に学研ですが、学研は、そもそもこの学研のテーマとして、人をつなぐ課題

とつなぐ、未来をなぐということを重点視されていたようです。 

これも③のところにあるのですけれども、授業の進め方を今回は４段階、４ス

テップで示してありました。１つ目が考える、２つ目が話し合う、３つ目が語り

合う、４つ目が踏み出すということで、どの教材におきましてもこの４つのステ

ップを組めるように工夫をされておりました。 

次に、あかつきですが、あかつきは、先ほどの学研学系に対して、今度は発問

を２つに精選されておりました。まず１つ目は、自分を見つめて考える問いか、

もしくは色々な見方で考える問いか、どちらかを提示されております。それを踏

まえた上で、生徒が議論した上で、そのあと考えを深め合う問いということで、

この教材におきましては、２つの問いを重視して話し合いを進めるように工夫を

されておりました。  

最後に、日本教科書ですけれども、これは唯一、あのウェルビーングカードと

いうのを使われておりまして、このウェルビーグカードというのは、その教材で

大事にされている価値項目は何なのかというのを、まず子どもたちが考えるよう

に工夫をされております。そのカードを用いて、ここで大事にされているものは

何なのか、これから大事にするものは何なのかということを考えるように工夫を

されておりました。そのほか、教材等の中に４コマ漫画やポスターなども挙げら

れております。 

どの教科書においても、例えばユニバーサルデザインフォントが使われていた

りとか、それから読みの教材に工夫がされているとか、ルビが振ってあったりと

か、２次元コードが掲載されているなど、どの教材においても、どの教科書にお

いてもそういったところの工夫が見られておりました。 

道徳は以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。これで、各教科の調査研究部長からの

説明が終わりました。  

ただいまの報告に関しまして、委員の皆様から御質問等ございましたらお願い

したいと思います。 

     では、教科ごとに順番にお願いしたいと思います。いかがですか。 

     松本委員。 
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〇委員（松本芳之） 国語からでいいですか。 

 家庭学習のこの活用の仕方、生かし方、こういうことについて何か意見ござ

いましたでしょうか。 

 

〇昭和中学校副校長（原島芳郎） はい。２次元コードが充実しているので家庭で活用し

やすいという意見がございました。 

 

〇教育長（山下秀男） よろしいですか。ほかにございますか。 

氏井委員。 

 

〇委員（氏井初枝） ポップ作りとかビブリオバトル等の読書活動のことについて、その

記載についてお尋ねいたします。学年に１つずつ記載されているのが２社、 そ

れから学年に３つずつ活動が記載されているのが１社、それから記載なしが１社

というような状況ですが、部会のほうではこの件に関しましてどのような御意見

が出ましたでしょうか。 

 

〇昭和中学校副校長（原島芳郎） はい、読書活動については特に部会では話は出ません

でしたが、教える場面で経験の浅い教員もおりますので、教科書に具体的な活動

が示されているというのは大変有効と思います。 

また、昭島市の子どもたちにとって非常に有効に活用できるのではないかと思

っております。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。ほかにございますか。よろしいですか。  

では国語に関しては以上とさせていただきます。次に書写について、御意見等

ございますでしょうか。 

紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） 報告書を拝見しますと、光村図書の中に「別冊 書写ブック」と

いうものが有効であるというふうに記載があります。これは硬筆練習帳になって

いますが、この活用方法について、どんな感じで活用できるのかお話が出ていた

か、ちょっとお聞かせいただけますか。 

 

〇昭和中学校副校長（原島芳郎） はい。授業での具体的な活用については、話題には特

に上りませんでしたが、学んだことを練習できる教材だということで、非常に有

効だという意見がありました。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。ほかにございますか。 

眞如委員。 

 

〇委員（眞如むつ子） 葉書とか、それから手紙とか願書とか、色々実用的な、教科書の

中に入っていますが、それについて先生方は使い方とか、実際の子どもたち、生

徒の活用の具合とかはどのような御意見が出ましたか。 
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〇昭和中学校副校長（原島芳郎） 生徒にとって必要だと感じる教材というのは、教員も

教科書の中にそういったものがあるというのは活用しやすいというふうに思いま

す。  

学校によっては、職場体験のお礼状など、学校の取組と関連づけた指導も可能

だというふうに思っております。 

 

〇教育長（山下秀男） 書写について、ほかにございますか。よろしいですか。  

     それでは次に、地理に移りたいと思います。いかがでしょうか。 

     松本委員 

 

〇委員（松本芳之） 現在、生徒の発表、自分の考えを発表するということが非常に重視

されるようになってきていますが、その資料の作成の掲載、これがこういうふう

にやるのだよ、ということがあると有効だと考えられますが、この点について部

会で話題になった、地理に関して話題になった、ということはあるでしょうか。 

 

〇瑞雲中学校副校長（三田祐太） はい。現在、ICT化が進む中で、あえて新聞作成を取

り上げている出版社もございました。表現する力の育成は欠かせないものである

ため、生徒たちには手段の１つとして紹介されていることはよいといった意見が

ありました。以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。ほかにございますか。 

氏井委員。 

 

〇委員（氏井初枝） 現行と同じ出版社の教科書を使った場合に、先生方が教材研究をす

るという上で、非常に深めることができるのではと思いますが、この件に関しま

して何か部会で御意見等出ましたでしょうか。 

 

〇教育長（山下秀男） 続けてお願いいたします。 

 

〇瑞雲中学校副校長（三田祐太） はい。現在の教材研修の積み重ねができるということ

で、より深い授業ができるのではないかという意見が部員の方からはありまし

た。 

 

〇教育長（山下秀男） ほかにございますか。よろしいですか。それでは次に、歴史の分

野について、ございますか。 

     紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） 振り返り学習のまとめ、振り返りについて伺いたいのですけれど

も、各社見ますと、色々思考ツールを利用したりとか話し合い活動を入れたりと

か、色々工夫されていらっしゃるわけですけれども、社によって分量に結構違い

があるかなと感じました。この点について、量がこれは多いのではないかみたい

に感じられたところなどございましたでしょうか。 
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〇瑞雲中学校副校長（三田祐太） これは社会科だけに限ったことではありませんが、振

り返りは大変重要であると捉えています。大事なことがまとまっていますので、

指導者が生徒の実態に合わせて活用部分を選んだり、生徒自身が自らの不足を補

うために選びながら活用することができるので、多すぎるといったことはないと

考えています。 

 

〇教育長（山下秀男） ほかにございますか。 

     眞如委員。 

 

〇委員（眞如むつ子） 授業についてですが、地理歴史は１年生、２年生で行っていくと

いう原則があると思います。１年生、２年生で社会科が大体 105単位時間ですけ

れども、実際には授業をどのように地理歴史、特に歴史をされているのか教えて

いただきたいと思います。 

 

〇教育長（山下秀男） お願いいたします。 

 

〇瑞雲中学校副校長（三田祐太） 基本、教科書は、見開き１ページを１時間で進められ

るような進度構成になっております。学校によって変わりますが、地理と歴史を

一定期間で入れかえたり、週２時間が地理、週１時間が歴史、またはその逆とい

ったような時間割が組み込まれていることで、きちんと平均的に学習できるよう

な授業進度になっております。 

 

〇教育長（山下秀男） ほかございますか。よろしいですか。 

     それでは次、公民的分野、いかがでしょうか。 

     眞如委員。 

 

〇委員（眞如むつ子） 考えたり議論したりというところは、教科書に具体的に掲載され

ている場合、教師にとって授業の組み立て、計画、すごくやりやすいのかなと思

いますが、そのあたりはいかがでしょうか。 

 

〇瑞雲中学校副校長（三田祐太） 考えたり議論したりする内容が掲載されているという

ことは、教師にとって大変ありがたいといった意見が出ておりました。  

さらに、その内容が幅広い視点で掲載されているとありがたい、よりいろんな

議論が深まるという、ありがたいという意見もありました。以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） はい。ほかにございますか。 

     眞如委員、お願いいたします。 

 

〇委員（眞如むつ子） 成人年齢 18歳ということで、もう何年か経っているわけですけ

れども、教科書を見た時に、公民の教科書に出ているところの活用というのか

な、そういうのは具体的にはどのような感じでしょうか。 
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〇教育長（山下秀男） はい、お願いいたします。 

 

〇瑞雲中学校副校長（三田祐太） はい。各社とおして、18歳への〇〇といった内容が今

回とても多く出てきたように感じております。  

生徒たちには、成年年齢を意識させる有効的な教材になっていますので、教師

はそのトピックスが出てきた時には、きちんと子どもたちに伝えながら、子ども

たちに意識的に政治への参加につながる内容であるといった意見は部会では出て

おりました。以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございました。公民、ほかにございますか。 

     よろしいですか。では、次に地図についてお願いいたします。 

      松本委員。 

 

〇委員（松本芳之） 地図帳のことですけども、地図帳というのはおそらく地理で１番多

く使われると思います。それで、地理の教科書との関連というか結び付きという

か、そこらへんについて何か意見がございましたでしょうか。 

 

〇教育長（山下秀男） お願いいたします。 

 

〇瑞雲中学校副校長（三田祐太） 地理の教科書と地図帳の出版社が同じだった場合に

は、地図帳等の資料が同じものが掲載されていることが多いです。 

     調査の年が異なるとデータの変化も異なってきますので、同じ資料があったほ

うが、指導が行いやすいという意見は出ていました。 

 

〇教育長（山下秀男） ほかにございますか。 

氏井委員。 

 

〇委員（氏井初枝） 地図を含めて、どの教科用図書も２次元コードがすごく充実してき

ているなということを感じております。  

授業の中でのその２次元コードの活用状況をお尋ねしたいと思いますが、特に

地図帳というのは、限られた時間の中での活用が難しいのではないかなと思いま

す。そういったことで、どのように授業の中で使うのか御意見がありましたら教

えていただきたいと思います。 

 

〇教育長（山下秀男） お願いいたします。 

 

〇瑞雲中学校副校長（三田祐太） 特に、社会科の先生の中では、二次元コードが教科書

含めて一紙面にたくさん入っているというような話が出ておりました。調べ学習

や家庭学習の際に、２次元コードをどのように活用していくのか授業を構築する

ときにきちんと考える必要があるという意見が出ていました。  

     リンク先も多岐に渡りますので、教員が十分に計画してからの活用が必須にな

るのかなというふうに考えています。 
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     社会科は全般的に２次元コードとその情報量が多いので、より多くの教材研究

が必要だなというのが部員の話から出ていました。以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。ほかにございますか。よろしいです

か。それでは次、数学に移りたいと思います。いかがでしょうか。 

     松本委員。 

 

〇委員（松本芳之） 教科書がシンプルに書かれているというものがありまして、そのほ

うが先生の説明の工夫というのが生かされるように感じたのですが、それらにつ

いて部会で意見というのはありましたでしょうか。 

 

〇教育長（山下秀男） 加藤副校長、お願いいたします。 

 

〇清泉中学校副校長（加藤崇博） 色が少なめのシンプルな教科書についての話題は部会

でも上がりました。昭島の子どもたちにとって学びの流れを視覚的に認識できた

り、重要なポイントがより明確に示されている教科書が合っているのではないか

といった意見はありました。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。ほかにございますか。 

     氏井委員。 

 

〇委員（氏井初枝） 章の初めとか章の終わりに掲載されております扉とか、それから発

展、深めるような教材は、各社で色々工夫されていると感じております。それら

の活用の仕方について教えていただきたいと思います。 

 

〇教育長（山下秀男） お願いいたします。 

 

〇清泉中学校副校長（加藤崇博） 導入や振り返りなどで活用できるといった話題が出ま

した。また、日常生活に関連している内容も多いため、生徒が興味を持ったり、

より深めたりすることができるのではないかといった話題も出ました。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。ほかにございますか。 

     紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） 数学において、数学的な見方、考え方を育むということが大変大

事になってくると思いますが、この力を育成するために、各出版社がいろんな工

夫をされているように見えました。そういった教科書を使って数学的な見方、考

え方を育むためにどのように活用していきたいかといった御意見が部会のほうで

出ましたでしょうか。 

 

〇教育長（山下秀男） お願いいたします。 
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〇清泉中学校副校長（加藤崇博） はい。機械的に公式に当てはめるだけではなく、なぜ

その公式が成り立つのかなど、生徒が自らの疑問を解決していけるよう促してく

れる教科書がよいといった意見はありました。 

      

〇教育長（山下秀男） よろしいですか。ほかにございますか。よろしいですか。  

それでは次に、理科に移ります。いかがでしょうか。 

松本委員。 

 

〇委員（松本芳之） 理科では、 内容、掲載されている内容が具体的にわかりやすく書

かれて、そしてバランスが取れているということが非常に大事になってくると思

いますが、そこら辺の意見は何か部会で指摘されているということはありました

でしょうか。 

 

〇教育長（山下秀男） 前川校長、お願いいたします。 

 

〇福島中学校校長（前川法彦） はい。各教科書とも、図はとても見やすいということが

部会の中では出ていました。また、写真を多く掲載することで生徒が視覚的に捉

えやすい、 興味、関心、そういうものもできやすく、イメージしやすいといっ

た意見がありました。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。ほかにございますか。 

     眞如委員。 

 

〇委員（眞如むつ子） 理科は、表紙を見ただけで子どもたちに向けるインパクトがすご

く強くて、どの教科書も素晴らしいと思いますが、探求シートというのがありま

すよね。それについて実際に授業の中ではどのように活用できるのか、家庭学習

に使うのか、などお話が出ていれば教えてください。 

 

〇教育長（山下秀男） お願いいたします。 

 

〇福島中学校校長（前川法彦） 具体的な授業の場面での活用という話では多くはありま

せんでしたが、家庭学習、もしくは自学自習の際に活用できるといった意見がご

ざいました。 

     このシートがない、もし準備されていないということであれば、担当教員のほ

うでは、生徒の実態に合わせてワークシートを作成するということも考えられる

のではないかということで話がありました。生徒が１人でも読み進められるよう

な工夫がされております。そういうところも活用できるのではないかということ

が、話しにありました。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。ほかにございますか。 

     よろしいですか。それでは次に、音楽一般からお願いしたいと思います。 

     氏井委員。 
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〇委員（氏井初枝） 共通教材というのがありまして、「赤とんぼ」とか「夏の思い出」

とかですけれども、７曲あって、２社のことをちょっと調べてみました。そうし

ましたら、その曲の前のこの写真のイメージとか、それからその各曲に関係する

ような資料などが、ちょっと違いが私には感じられて、昭島市の子どもたちはど

っちのほうがいいのかなということをちょっと考えてみましたが、そういう歌に

関係するようなイメージ作りのことに関しまして何か御意見が出ましたでしょう

か。 

ちょっと重ねてなんですが、その７曲につきまして、教育出版では、歌う時の

めあて、それが１つの言葉でずっと７曲ずっと同じように通されていました。も

う１社のほうは、歌ごとにめあてが全部違っていました。そこら辺は、そのめあ

てが細かく書いてあることによって、ちょっと指導をしにくくなってことがある

のか、そこら辺はどうなのかなということをあわせてお尋ねしたいと思います。 

 

〇教育長（山下秀男） では、佐藤校長お願いいたします。 

 

〇清泉中学校校長（佐藤晴美） まず１点目の写真などから来るイメージについてです

が、写真などについては生徒のイメージにつながると十分に考えられると部員の

方から意見が出ておりました。そのため、導入や曲の考えをどのように演奏する

かなど曲想を考える深まりの学習では、教員のほうが授業する前に、どのように

その教科書の資料を使うか、教材研究を十分に行っているという話も出ておりま

した。  

また、あの７曲、共通教材のめあてについての記載についてですが、やはり教

科書になると、どうしても教員のほうは意識をしてしまうところではございます

けれども、その目当てについては、やはり教材研究の一環として、その教材をど

のように教員が扱うかによって、やはり教科書には書いてありますが、その授業

をする場面で教員が子どもたちに改めて伝えているという状況ではございます。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。ほかにございますか。 

紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） 報告書のほうに、著作権の掲載されている学年が２社によって違

うということが記載されておりますけれども、このあたりに対しての先生方の御

意見は出ましたでしょうか。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、お願いいたします。 

 

〇清泉中学校校長（佐藤晴美） 今の著作権については、部員のほうからは多くの意見と

いたしまして、やはりこの時代に応じて、１年生という早い段階でこの著作権の

ことについては抑えることがやっぱり有効ではないかという意見が出ておりまし

た。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。ほかにございますか。 
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     紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） もう１点、すいません。 教育出版に「ふるさと」が掲載されて

いて、学年が上がるとパートが増えるというような発達段階に応じた工夫がされ

ていましたけれども、こういったことについて先生方はどのようにお考えなの

か、お聞かせいただけます。 

 

〇教育長（山下秀男） お願いいたします。 

 

〇清泉中学校校長（佐藤晴美） 「ふるさと」についてですが、学年が上がるにつれてパ

ートが増えていく、それは全校合唱などを行った際には、その音の幅の迫力を感

じることができ、また、１つの曲を毎年扱うことで生徒自身が自分の成長を感じ

ることもできるのではないかという部員の意見もございました。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。ほか、ございますか。よろしいですか。  

では、次、器楽をお願いいたします。 

     氏井委員。 

 

〇委員（氏井初枝） 報告書のほうに２次元コードで伴奏がついている練習曲があるとい

うふうに書いてありますが、これは具体的には授業の中でどのような扱いになる

のでしょうか。 

 

〇教育長（山下秀男） お願いいたします。 

 

〇清泉中学校校長（佐藤晴美） ２次元コードについてですが、授業でということは意見

では出なかったのですけれども、ただ、そこに伴奏がつくことによって、個人が

練習をしたいという時に、自主的に練習ができるよねとか、また、パートごとに

分かれる時は、やはり伴奏があった方が合わせやすい、これは授業に関わります

が、合わせやすいよねという意見はかなり意見としては出ておりました。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。ほか、ございますか。 

     よろしいですか。 

それでは次、美術、美術科のほうに移りたいと思います。いかがでしょうか。 

紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） 先ほどの御報告の中にもありましたけれども、光村図書の別冊の

資料集が有効であるというようなお話をいただきましたけれども、これの具体的

な活用方法は、どのようにされるかということをお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 

〇教育長（山下秀男） では、相部校長、お願いいたします。 
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〇拝島中学校校長（相部公太郎） 美術に関する表現や技法や知識的な内容を学習する際

に、その１冊を持っていればわかりやすい、関連性も図れるというふうになって

おります。 

また、１年生で習ったことを３年生で振り返る時に、その１冊があれば活用で

きるという大変使いやすい資料になっておりました。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。ほかございますか。 

     眞如委員。 

 

〇委員（眞如むつ子） 美術については、表紙を見ただけで、その出版社の、教科書会社

の思いがすごく伝わってくると感想を持ちながら見ていました。紙面を開いた場

合も、結構編集について色々な工夫がされていて、生徒の作品が結構多く入って

いるところを見受けましたが、有名な作品はもちろんですが、それとバランスと

かもあると思いますが、生徒の作品が多いことについて部会のほうでは何か話題

になりましたか。 

 

〇教育長（山下秀男） お願いいたします。 

 

〇拝島中学校校長（相部公太郎） 生徒の作品の数とか作家との作品のバランスについて

の意見交換というのは特になかったです。ただ、どの社も、大変工夫されてい

て、甲乙つけがたいというのが部員の声でした。 

     それで、授業を行う際に、必要なものは、さらに ICT機器を使ったり、スライ

ドを使ったりということで、生徒に示して授業を進めていくようになるというと

ころは今と変わりないのかなと、そのような意見が交換されました。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。ほか、ございますか。 

     よろしいですか。 

それでは次に、保健体育のほうに移りたいと思います。いかがでしょうか。  

紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） はい。この保健体育の教科書を今回拝見して、非常に新しい情

報、たくさんの情報が、今の時代に必要な情報として掲載されていると感じたわ

けですけれども、この情報量の多さが文字量の多さにつながって、生徒の負担に

なったりしないかと少し感じたりもしました。部会では、この文字量や文章量の

多さに関して、何か先生方の御意見を話題に上りましたでしょうか。 

 

〇教育長（山下秀男） 渡部校長お願いいたします。 

 

〇昭和中学校校長（渡部尚） 特に文字料や文章量についての話題は上がってはいません

でしたが、御指摘のとおり、生徒の実態に合わせて指導する教員が工夫する必要

があるとは感じております。 

     その工夫の中で、情報の量が多く掲載されていれば、教員が必要な情報を選択
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して、生徒に提示することができると思います。逆に、情報量が少ないと、教員

が必要な情報を教科書以外から得る作業が必要になってきますので、教員の負担

感があるように感じますので、情報量が多いということはよい面が多いのではな

いかというふうに捉えております。 

 

〇教育長（山下秀男） ほかにございますか。 

松本委員。 

 

〇委員（松本芳之） SNS とか LGBTQ、これは現在では中学生でもしっかりと把握してい

ただきたいということなのですが、扱いの多い少ないがあると、繰り返し言及さ

れているものもあるということで、それについての多さ、少なさについて部会で

何か指摘、意見がありましたでしょうか。 

 

〇昭和中学校校長（渡部尚） SNSの使用にかかる課題や LGBTQについては、現行の学習

指導要領の中に指導すべき内容として明記されているわけではありませんので、 

そこを重視した意見は出されてはいません。しかし、今日的な課題であります

し、該当する保健分野の領域の中、例えば SNSについては、心の健康や生活習慣

と健康の中で、LGBTQ については精神機能の発達と自己形成などの単元と関連づ

けて伝えていくべきであると捉えています。以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） はい。ありがとうございます。よろしいですか。ほかにございま

すか。 

     それでは次に、技術的分野に移りたいと思います。いかがでしょうか。  

     氏井委員。 

 

〇委員（氏井初枝） 問題解決型の学習を進めるにあたって、昭島市の生徒たちが、どの

ような配慮がされている教科書が使いやすいのか話題になりましたでしょうか。 

 

〇教育長（山下秀男） では、高橋副校長よろしくお願いいたします。 

 

〇福島中学校副校長（高橋実） どの出版社も、問題解決の事例やステップを踏んで解決

するような流れをシンプルに見やすく表記しております。  

その中で、写真ですとか図ですとか、文字のバランスは各社に違いがありまし

たが、どの出版社もシンプルに見やすく表記してありますので、使いやすいと思

います。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。ほかにございますか。 

     松本委員。 

 

〇委員（松本芳之） 中学校での技術で扱うプログラミングについて、どのあたりまで学

習するのか、そしてそれを踏まえた形で作られているのかということについての

意見、指摘がございましたでしょうか。 
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〇福島中学校副校長（高橋実） 中学校の技術の授業では、プログラミングにつきまして

は、プログラムの命令やプログラミング言語の意味を覚えるのではなく、課題解

決のための処理の手順を考えることを学習のポイントとしております。 

例えば、学校紹介のホームページにＱ＆Ａ方式のクイズを掲載して、入力され

た回答に対して、正解はマル、不正解をバツといった表示を行うといった、そ

う、双方向型のコンテンツを作成するなどの取組の考え方や処理の提示について

学習することを想定しております。以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。ほかにございますか。 

よろしいですか。 

それでは次、家庭分野に移りたいと思います。いかがでしょうか。 

     紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） 食生活の単元で、消化吸収の仕組みの説明に、理科との関連で、

人体の図が載っている教科書がありましたが、このように他教科との関連につい

て、こういうふうだと使いやすいとか、そのような点について御意見が出たかど

うかということをお伺いしたいのと、もう１点、非常に細かくて恐縮なんです

が、浴衣の着方について全社載っていましたが、帯の結び方についてまで載って

いる出版社は、私が見た限りでは１社しかありませんでした。このあたりのこと

について御意見が出たりしたかどうかということをお伺いしたいと思います。 

 

〇教育長（山下秀男） では、堀田校長お願いいたします。 

 

〇多摩辺中学校校長（堀田典子） 体のつくりやタンパク質、カルシウムなど、保健や理

科など他教科との関連性については大事だということが話題になりました。  

このことについては、生徒の実態に応じて、他教科での既習事項をきちんと振

り返る、そういった教材をその生徒の状況に応じて準備する必要があるというこ

とは、各教科の先生、学校の先生が受け止めていたようです。  

帯の結び方については、３社とも一応２次元コードで浴衣の着方というのは画

像としてあったので、部会の中では特に話題は上がりませんでしたけれども、実

際のところ、そこを使って着る授業を行うところまではなかなかできないのでは

ないかというふうには感じております。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。ほかにございますか。 

眞如委員。 

 

〇委員（眞如むつ子） 今日的課題について、どの教科書にも掲載されていて、色々書い

てありますが、中でも、家族について今のこの子どもたちの置かれた状況で、今

の時代に即した学習の仕方というところについては、どのような工夫がされてい

るのかなど、もし部会でそういう話があったら教えてください。 

 

〇教育長（山下秀男） お願いいたします。 



 - 40 - 

〇多摩辺中学校校長（堀田典子） 家族についての記載は話題になりました。以前の教科

書については、拡大家族や核家族についての紹介だけで、両親が揃った家庭が紹

介されていて、いかにも理想の家族といったイメージが強かったです。 改訂さ

れた教科書は、全部がそうだとは言えませんが、母子家庭や父子家庭、国際結婚

をした家族、あるいは再婚して兄弟が父親または母親が違うといった、再婚した

家族と多様な家族のあり方が、アニメや漫画の画像を用いて掲載されていまし

た。 

     そのため、生徒も家族のあり方を非常にイメージしやすい工夫がありましたの

で、そうしたところを話題として広げて生徒に考えさせるというのは、非常に生

徒には学習しやすいかなというのは話題になりました。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。ほかにございますか。 

     よろしいですか。 

それでは次、外国の英語に移りたいと思います。いかがでしょうか。 

松本委員。 

 

〇委員（松本芳之） 英語では特に家庭学習、授業だけではなくて、家庭学習においても

デジタルコンテンツが重要になると思います。その使いやすさについて、先ほど

東書で指摘されていましたけども、その使いやすさについて、部会の中でどのよ

うな意見が出たのか、もう少し教えていただきたいと思います。 

 

〇教育長（山下秀男） 定森副校長、お願いいたします。 

 

〇多摩辺中学校副校長（定森夏子） ２次元コードについては、各社とも非常に使いやす

くなっています。生徒の学習不足については、どの出版社も差異はなく、家庭学

習で十分に使えるという意見が多かったです。  

しかし、アクセスすると告示や単元の始めが表示され、そこから必要な項目が

表示されるよりも、教員側が授業で活用したい時にすぐに活用したい画面にアク

セスできるなど、教員の操作性のよい出版社がよいという意見が多く挙がりまし

た。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。ほか、ございますか。 

眞如委員。 

 

〇委員（眞如むつ子） 小学校、中学校のつながりというところで、例えば、小学校の外

国語の学習でちょっと苦手意識を持ってしまったり、嫌いだと思ってしまった生

徒がいた場合の、リセットできるような、楽しい学習になるかもしれないと思わ

せるような工夫などがあるかどうか、その辺りの話が出たかどうか、あったら聞

かせてください。 

 

〇教育長（山下秀男） では、お願いいたします。 
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〇多摩辺中学校副校長（定森夏子） そのような小学校での苦手意識といったような視点

での話し合いはありませんでしたが、小学校との連携は重要であるという話題が

出ました。小学校で培ったコミュニケーション力を中学校でも維持することがで

きるような活動は欠かせないと思っています。  

また、既習事項を楽しく振り返ることができるような工夫をしている出版社も

あります。さらに、中学校と高等学校の接続を意識した組立てになっている出版

社もありました。  

特に三省堂においては、小学校の内容を楽しく振り返ることができます。 

また、中高を意識した教材としては、東京書籍が力を入れています。以上で

す。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。ほかございますか。よろしいですか。 

それでは、次に、道徳、特別の教科に移りたいと思います。いかがでしょう

か。 

     松本委員。 

 

〇委員（松本芳之） はい。中学校の道徳では、特に他者との関係をどうコントロールし

ていくかと、そういう視点からその生き方、あり方ということを考えていくこと

が大切であると思いますが、部会では、このような点が話題に上がったというこ

とはあるのでしょうか。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、お願いいたします。 

 

〇多摩辺中学校副校長（定森夏子） ありがとうございます。まず、部会の中では、子ど

もたちが自分自身を見つめることや、もしくは自分ごととしてしっかり考えると

いうことが特に話題になりました。その上で、自分がどういう役割を担っていく

のかというふうに他者と関わり、関わっていったらいいのかということにつなげ

ていくということが大事になっていくというふうな話にはなっていっています。

まずは、自分ごととして捉えることができるような指導の必要性について話題が

多く、その上での他者との関わりというところが大事になっていくかと思ってお

ります。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。ほかにございますか。 

紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） 先ほどの御報告の中にも、発問、考える視点が２つに絞られてい

る出版社もあるし、３つとか４つとか、多く掲載されている出版社もあるという

ようなお話でしたけれども、本文の最後で、話し合いの視点を示して、さらに見

方を変えた視点を通過で記載している出版社もあったように思いました。 

このように、考える視点が多く掲載されているほうが、あの先生方が指導しや

すいのか、絞られているほうがいいのかといった、そのあたりについては何か御

意見は出ましたでしょうか。 
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〇多摩辺中学校副校長（定森夏子） はい、ありがとうございます。考える、議論する道

徳ということを重視した場合に、どのようにその授業を進めていくことができる

かという視点で、教科書を見ていました。最後のほうに視点がたくさん掲載され

ているというものにつきましては、例えば、授業が終わった後に、その視点が多

いというのは子どもたちの考え方を広げる上でとても大事だと思うので、その授

業の最後に掲載されているものについては、議論を進めて自分の考えをまとめた

上で、もっと発展的に新しい視点に出会うということについては有効かという話

にはなりました。 

     ただ、どちらかというと、議論を深めるためのアプローチの仕方とか内容的な

ものに話し合いの中心が持っていかれることが多かったので、最後に視点がたく

さん掲載されているものがとても有効だなということの意見はそんなには出なか

ったです。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。他にございますか。 

眞如委員。 

 

〇委員（眞如むつ子） 今の御質問とちょっと被るところがあるかもしれませんが、子ど

もたちが主体的に読んで考えて、みんなと話し合ってという、そういう流れの中

で、発問が具体的に出ている、あるいは細かく出ているというのがあったりする

ようなのです。それについて、教員の、特に若手の教員にとっては使いやすいの

か、その辺りはいかがでしょうか。 

 

〇多摩辺中学校副校長（定森夏子） ありがとうございます。若手の方にとっては使いや

すいかと思います。その経験によって、この発問の掲載、掲載されている発問を

参考にして生徒の実態に合わせて深めていくというのが教員の工夫できる点だっ

たりもするので、掲載されているものはとても有効ではあるのですけれども、そ

れとプラス、その教材研究をする中で、その掲載されている発問を元にして授業

していくというようなことをしていくのが通例だったりします。部会の中ではそ

ういった話にもなりました。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございました。ほかにございますか。 

     よろしいですか。以上で各教科の調査研究部長からの説明が全て終わりまし

た。これをもちまして、質疑を集結いたします。  

各調査研究部長の、校長、校長の皆様にはありがとうございました。 

     続きまして、特別支援学級の調査結果報告に移りたいと思います。 

特別支援学級の教科用図書選定資料作成委員会の調査結果報告書について、報

告、並びに質疑応答を行います。知的障害特別支援学級設置校の校長の皆様に教

科用図書選定資料作成委員会委員として御出席いただいておりますので、事務局

から紹介をお願いします。 

 

〇統括指導主事（田中晴恵） それでは、特別支援学級用教科用図書選定資料作成委員会

委員の校長の皆様をご紹介いたします。 
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     共成小学校 森本校長です。 

     続きまして、つつじが丘小学校 大友校長です。 

続きまして、田中小学校、星野校長です。 

続きまして、昭和中学校 渡部校長です。 

続きまして、多摩辺中学校 堀田校長です。 

     以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） 知的障害特別支援学級設置校の校長の皆様には、改めてお礼を申

し上げます。どうもありがとうございました。 

それでは、調査結果報告書の報告と質疑応答に入ります。なお、質疑応答につ

きましては、同じように、最後に一括して行うことでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」との声あり） 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。それでは、最初に小学校の特別支援学級

設置校であります共成小学校、森本校長から説明をお願いいたします。 

 

〇共成小学校校長（森本弘子） 共成小学校校長の森本でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。  

     今年度の本校特別支援学級の児童数が 31名となり、かなりのペースで増加し

ています。児童１人１人、発達特性、学びの習得ペースは様々です。特に、児童

の特性や生育環境など、様々な面で、学習面だけでなく情緒面での配慮、支援も

必要な児童が多くなっている傾向にあります。そういった児童に学習意欲を持た

せ、効果的な指導を行うことが大きな課題となっております。 

本校では、今年度から、 国語、算数の授業において、児童の実態に合わせて

異学年が一緒の学習グループを作って学習を進めております。個に応じた指導、

個別最適な学びの充実を意識して、着実に学力をつけていけ、継続的に使用でき

るものを選ぶ必要があると考えています。 

以上のことを踏まえて、教科書採択にあたり、今年度の選定の指定を、繰り返

し自力で学べるもの、情報量、児童の興味・関心を引きつけるもの、この３点と

しました。 

１点目、繰り返し耳で学べるものです。児童の実態に即した内容であって、自

分で繰り返し取り組める教科書が必要であると考えます。学習グループでは、異

なる学年の児童、学習の理解状況や習得ペースが違う児童が一緒に学習をしてお

ります。昨年度、採用した教科書は事業の実態に合っており、大変有効でした。 

     異学年が一緒に学習する学習グループにおいては、同じ教科書を使って学習し

たほうがより効果的な場合が多くありますので、今年度は、昨年とほぼ同じ内容

の教科書を選択し、年度をまたいで繰り返し使用することができるようにし、よ

り力学習の効果を高めながら、この指導を充実させられるように選びました。  

２点目、情報量です。情報量が限られていて、シンプルであることが必要だと

考えます。イラストや問題数が多すぎるものは、情報量が多くなって、必要な情

報をキャッチしづらくなってしまいます。大きく少ない文字数であること。漢字

には振り仮名が振ってあるもの、イラストもわかりやすいものを選びました。  
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３点目、児童の興味・関心を引きつけるものです。様々な要因から、学習体制

を整えることに課題のある児童が増えてきていて、各担任はとても苦労していま

す。児童の日常生活での経験と結びつきやすい題材を使用していたり、ゲーム感

覚で学習できたりして、モデルのわかりやすいもの、児童のやりたいという意欲

喚起につながるものが必要となっています。 

     以上の視点で選定しました。 

まず、国語、書写です。  

低学年では、見開きページごとに身の回りにある親しみやすい言葉が登場し、

大きな文字とシンプルな絵を関連付けて学習できる、あいうえ絵本や、繰り返し

何度も使えるカード集を選定しました。 

中学年では、親しみやすい昔話をもとに、言葉のシャワーで児童の言葉の世界

を広げられる内容の読み聞かせお話絵本や、児童のつまずきに合わせて使えるワ

ークシート形式のもの、高学年では、読む、書く、を横断的に学ぶことで、コミ

ュニケーションの基礎力を高める内容のものを選びました。 

算数です。目で見て、指で操作し、集中して取り組めるもの、スモールステッ

プで学習を進められるものを選びました。 

低学年では、認知、発達学習のスタートラインに立った子どものためのシリー

ズ初級編「ステップアップシリーズ」。中学年では、基礎、基本的な計算のほか

にも、時計、お金、カレンダーの学習に取り入れた、そういった学習を取り入れ

た実生活につながるように工夫されている、ジャンプアップシリーズ。高学年に

は、酸素的な子どもにするために研究されたイラスト、タイル、筆算と段階的に

学べ、理解しやすくなっている「ゆっくり学ぶ子のためのシリーズ」を選定しま

した。  

社会、理科、生活科の教科書は、生活単元学習の中で使用します。写真やイラ

ストを多用して、視覚的にわかりやすく、児童の興味をひく内容。身近な自然事

象や生き物、児童が普段よく目にしたり使ったりすることの多いものを選びまし

た。 

高学年の理科では、１つ下の学年の検定教科書を使用します。児童の興味関心

や実態にあった内容、そして、日常生活と結びつけやすい内容を担任が選んで学

習していきます。  

実技教科と道徳に関しては、検定教科書を使用していきます。授業の導入や振

り返りでの活用、挿絵を活用して丁寧に内容を理解させ、考える授業を行ってい

きます。 

道徳は、教材理解を丁寧に行って、授業の実態に即した発問を工夫していくよ

うにしていきます。 

外国語活動でも検定教科書を使用します。視覚的にもとてもわかりやすくでき

ており、各ページに二次元コードがついていて、音声や映像を活用することで、

特別支援学級の児童も主体的に楽しみながら学べるようになっています。特に、

ピクチャーディクショナリー、これはとても使いやすく、こちらにも２次元コー

ドがついているので、積極的に活用すること英語に慣れ親しむことができるの

で、とても有効であると考えております。 

以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございました。続いて、つつじが丘小学校、大

友校長、お願いいたします。 

 

〇つつじが丘小学校校長（大友基裕） つつじが丘小学校校長の大友です。どうぞよろし

くお願いいたします。 

本校で使用する教科用図書採択にあたり重点としているのは、発達段階と児童

の実態や授業等活動の実態に即した内容構成ということです。  

本校の杉の子学級は、今年度 48名の６学級でスタートしました。昨年同様、

児童数も多く、教科によって授業形態を工夫する必要があります。  

また、どの学年でも児童１人１人の特性の違いや学力の差、個人差が大きく、

指導計画との整合性や学習の系統性を熟慮していく必要があります。そこで選定

の視点を次の３つに絞りました。 

まず、児童の実態に合った内容で、視覚的にわかりやすく、学習意欲を喚起す

るものであること。次に、個々の学力の定着を促すため、継続的な学びを保障す

るものであること。最後に、学んだことが将来にわたり身の回りの生活に生かさ

れる内容になっているものであること、ということです。  

また、GIGA スクール構想におけるタブレット端末の１人１台配布により、学習

活動において個別最適な学びと共同的な学びの充実が重視されております。特別

支援学級の児童もタブレット端末を活用する力が求められており、これらの力は

将来的に自分自身の学習や生活の助けになるとも思われます。  

特別支援学級の児童にとっては、実体験や具体物の操作等での理解も重要であ

り、ICT の活用等による疑似的な体験も重要なこととなってきます。アナログと

デジタルを往還させ、効果的な活用を模索しながら進めていく必要があると考え

ます。 

現在、杉の子学級では、各学年の学習環境や児童の実態に合わせた ICT端末の

活用にする授業というものも実践しております。  

このような観点から、各教科の教科書選定を行わせていただいております。 

まず、国語科では、１年生から３年生までが文部科学省の検定教科書を購入し

ますが、４年生から６年生までは一般図書を購入しております。この一般図書に

ついては、ICTとの親和性の高いものという判断で購入しているということで

す。物語文は、絵本を教材として使用することが多いのですが、言語事項も説明

文等も含めて、４年生からの検定教科書は難易度が上がってくるため活用が難し

いと判断しております。４年生以上の学年は、実態に応じて視覚的にわかりやす

く児童の興味をひく内容の一般図書を選んで使っております。 

また、日常生活で活用できる言語環境について、ワークを通して選べる、学べ

る内容になっているということや、そういったことから ICTを活用したコミュニ

ケーションの実践というのにもつなげやすいというふうな判断のもと、この一般

図書を活用しているということになります。 

算数科は能力別の編成で行っております。児童個々の実態によって教科書を変

えております。例えば、４年生児童１名のみ。４年の検定教科書を使用している

のは、この児童が通常の学級で算数の授業に交流授業として参加するためです。  

４年の教科用図書を一般図書にしているのは、割り算の段階でのつまずきが多
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いためです。そのため、掛け算を定着させる必要があります。むぎ書房の内容

は、３、４桁の数の計算、かさ、長さ、掛け算について系統的に学習でき、児童

にも理解しやすい種類や大きさのイラストがあること、説明や問題の文章のひら

がなと平易な漢字が分かち書きで読みやすくなっていることです。児童の学びを

深めるのに最適な例題であり、４年生の段階でしっかり学習することで次の段階

にステップアップできると考えております。  

その他の教科につきましては、基本的に検定教科書を選んでいますが、６年生

の理科は児童の実態から、検定教科書ではなく一般図書を選んで使っておりま

す。 

６年生の実態から。視覚的にわかりやすく、身近にあるもので興味をかき立て

る構成となっているものを使っています。検定教科書の内容よりもわかりやす

く、児童が身近なものを使って意欲的な実験に参加できるため、扱いやすく、学

びが深くなると判断しました。 

音楽は講師による授業を行っていますが、検定教科書の歌の題材や作品例など

が活用できるとともに、通常の学級との交流場面でも生かされると考えます。  

英語につきましては、３年生以上の学年で検定教科書を選んでいます。３・４

年生では絵カードや歌遊びなど、またドリル等を活用しながら楽しく英語を学

び、５年生から少しずつ文字にも慣れながら、簡単な英会話ができるようステッ

プアップし、期待していきたいと考えております。 

以上となります。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございました。次、田中小学校、星野校長、よ

ろしくお願いいたします。 

 

〇田中小学校校長（星野典靖） 田中小学校長の星野でございます。よろしくお願いいた

します。田中小、ふたば学級、現在 29名の児童が在籍しております。来年度も

現時点では 29名を見込んでおります。  

特別支援学級の教科書につきましては、次の３点を踏まえて検討しました。１

点目、児童の実態に即しており、興味、関心のある内容で、学習意欲を持ち続け

られるものであるということです。これは特別支援学級では特に大事な要素と考

えております。 

２点目は、教科用図書の系統性を重視しています。本校、ふたば学級は途中見

学の児童が多いという実態があります。そのため、前籍校で、これまでどのよう

な教科書、どのように使ってきた、そういうことをしっかり確認をし、１人１人

の学習カルテを作成しています。この学習カルテ等に基づきながら個々の教科用

図書の使用について検討し、生活、音楽、図画工作、保健、英語、こちらについ

ては主として検定教科書を選定いたしました。３点目は、個別指導計画に沿った

ものであるということです。この３点目については、検定教科書以外の教科につ

いて御説明いたします。 

国語科では、文章読解力や漢字の活用力等で個人差が大きいという実態があり

ます。そのため、漢字に振り仮名がついていたり、多色刷りで学習の進め方がわ

かりやすくなったりしていて、ゆっくり丁寧に、個の速度、実態に合わせながら
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学べるもの、それを教科用図書として学習しています。  

低学年では、ひらがなの言葉、文、こちらの学習にじっくり取り組むことがで

きるものを使用し、個に応じた基礎基本の定着が図れるようにしています。 

中高学年では、同じ形式の教科用図書を使用することで、４年間を系統的に学

ぶことができるようにしています。学習の仕方、それをまだ早い段階から学ん

で、それは４年間継続できるということも選択の選定の理由となっています。  

社会科については、地図を基盤にしながら学習を進めています。地図というの

は文字どおりイラストですとか写真なども多く入っており、視覚的に子どもたち

が確認をしやすいものです。その地図帳にある色々な情報から、子どもたちがそ

れぞれの学年で学び取るもの、それを関連づけながら指導しています。  

算数科で言いますと、10までの数の足し算、引き算、これができるようになり

たいという児童には、繰り返し学べるようなものを使用して学習させています。 

そして、児童がそこでできたことをしっかりと価値付けながら、そのあとも同

様に粘り強く指導し、定着していけるもの、そういうものを選定しています。 

理科です。理科については、不思議だなと思ったこと、あと暮らしの中で色々

な気づきがあったこと、そういう身近な事象から学べるもの、そういう視点での

選定をしています。 

家庭科では、将来、社会に出た時に、今小学校段階で何を身につけることが必

要か、このことを踏まえ、生活力、自立力を育むことができる教材を選定しまし

た。 

道徳科では、発達段階や学習理解度の個人差を考慮して、それでグルーピング

をしながら学習をしております。このことを踏まえての選定です。今回選定した

道徳科教科書の使用にあたっては、道徳的価値の自覚や道徳性を醸成するという

道徳科の特質を踏まえた授業を確実に行うこと、これを命じて指導にあたりたい

と思っています。  

児童の実態に即した教科用図書の選定を適切に行うため、特別支援学級担任

は、他校の教員たちと情報を交換したり、研修に参加して学んだりしています。

そして、子どもたちの自尊心に配慮しながら、日々、子どもたちに寄り添いなが

ら指導していくところです。この姿勢は、これからも大切にしてまいりたいと思

います。 

以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございました。続きまして、中学校の特別支援

学級設置校の昭和中学校 渡部校長お願いいたします。 

 

〇昭和中学校校長（渡部尚） はい、昭和中学校校長の渡部です。改めまして、よろしく

お願いいたします。  

本校１組、知的固定特別学級で使用する教科用図書の調査報告につきまして御

説明いたします。  

まずは、教科書選定の重点です。 

本校の知的固定特別学級の教育目標を達成するための基本方針は 16項目あ

り、 その中で学習に関する項目が３点あります。１点目は、個に応じたスモー
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ルステップの課題を提示し、進歩と成長を評価すること。 

２点目は、学びの楽しさや達成感を味わう場面を増やし、生涯学習の基礎とな

るようにすること。  

３点目は、個に応じた指導目標と学習課題を設定し、基礎学力向上を目指すこ

とです。 

これらを教科書選定の考え方の基本として、教科の特性と生徒の習熟の度合い

等の実態に応じて、より個に応じた学習を重視する教科については一般図書を検

討いたしました。その際は、内容を視覚的に捉え、直感的な理解を促す図表の挿

入や、ふりがなの有無等によるわかりやすさも考慮しております。  

では、各教科で候補とした図書について御説明します。一般図書を候補とした

種目は、国語、言語、書写、数学、理科、美術となりますが、順番に御説明いた

します。まず国語ですが、一般図書を使用したいと考えています。候補のもの

は、 優しい内容に立ち返り、漢字が知られやすく、筆順や成り立ち、熟語など

を学ぶことができるもの、同訓異字、同音異義語、熟語などの漢字の使い分けを

イラストから学ぶことができ、知的好奇心をくすぐるもの、そして、小学校で学

習する漢字がバランスよく網羅され、イラストもあり、視覚的に理解しやすいも

のを候補としました。生徒の実態に適した教材であると考えております。 

書写ですが、一般図書を使用したいと考えています。平仮名や漢字をなぞり書

きしながら丁寧に学ぶことができるものを候補としました。生徒が集中して取り

組むことができる教材であると評価しています。 

社会については、検定教科書を使用したいと考えています。 

数学は一般図書を使用したいと考えています。本校では、習熟度別小グループ

で編成していることから、小学校３年生、４年生、５年生の内容について、スモ

ールステップで振り返りを行いながら、解説が丁寧でわかりやすいものを候補と

しました。 

理科は一般図書を使用したいと考えています。こちらは図やイラストが多く、

Ｑ＆Ａがあって、生徒にとってよりわかりやすいものを候補としました。  

音楽については、検定教科書を使用したいと考えています。 

美術は、検定教科書と一般図書を併用したいと考えています。一般図書は自由

に色が塗れることで、配色に気づいたり、色の塗り方を工夫したりを学ぶことが

できるもの。そして、様々なジャンルの作品例が示されている資料を候補としま

した。 

保健体育、技術家庭、英語、道徳については、検定教科書を使用したいと考え

ております。 

説明は以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございました。 

続いて、多摩辺中学校、堀田校長お願いいたします。 

 

〇多摩辺中学校校長（堀田典子） 多摩辺中学校校長の堀田です。改めてよろしくお願い

いたします。 

それでは、本校の知的固定級８組についてですけれども、在籍数、現在 42名
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の生徒がおります。  

本校の特別支援学級の教育課程においては、学校の教育目標を実現するため

に、社会参加を見据えた自立を目指し、１人１人の発達段階や障害の特性に応じ

た適切な教育を行い、学習上または生活上の困難の改善、克服を目的とした指

導、支援に力を入れております。  

そのため、使用する教科用図書においては、まず第１に、知的発達に課題があ

り、様々な特性のある生徒にとって、視覚的に見やすく、内容がわかりやすく書

かれており、個に応じた指導に対応できるもの。第２に、生徒が主体的、対話的

に学ぶために、学習内容に関心を持ち、意欲を持続できる構成となっているも

の。 第３に、実生活とつながる工夫がされており、ものの見方、考え方を学

び、日常生活での実践力を身につけられるものという３点を重視し、検討いたし

ました。  

国語、言語の教科用図書については、１年生用は、物語や説明文に挿絵があ

り、内容を読み取りやすい工夫があり、難しい漢字にはふりがながあるもの、さ

らに敬語や手紙の書き方など、日常生活で活用できる学習内容があるものを選び

ました。  

２年生用については、覚えにくい漢字を部首ごとに分け、それらを組み合わせ

て漢字を覚える教材で、イラストが多く用いられているため、視覚的にわかりや

すく、苦手意識を持たずに取り組めるという点で選びました。 

３年生用については、読む、書く、聞く、話す、の学習がバランスよく取り込

まれており、目的に応じたコミュニケーション能力や言語能力の育成に役立つも

のを選びました。  

書写については、文字の形を捉える上でのアドバイスが的確でわかりやすいこ

と。さらに、自宅でもできる課題としても活用できるため、生徒自身が主体的に

学習を進めることができるものとして選びました。 

数学の１年生用教科書は、桁数の多い四則計算の練習ができるもの、また、お

金や食べ物などを題材とした、生活に関わることから学べる内容であるもの、さ

らに、文字が大きく見やすいレイアウトになっているものを選びました。  

２年生用は、買い物や電車の時刻表を使った時間の計算、カレンダーを使った

日付と曜日の理解など、生活の場面を想定しながら基礎的な内容が学べるものを

選びました。 

３年生用は、より具体的なお金の計算、時刻を見て時間を計算する分量の計算

など、生活との繋がりもしっかり抑えた内容となっているものを選びました。 

音楽については、合唱コンクールでよく歌われている曲や、口ずさめる聞き覚

えのある曲が多数収録されており、楽しく歌い、意欲的に学ぶことができるもの

を選びました。 

美術については、 伝承玩具から創作玩具まで幅広い作品例の記載があり、用

具の使い方、材料の説明についても詳しく解説されているため、制作工程におい

て活用しやすいため選びました。 

技術家庭は、自己理解を深める内容があり、自分の性格や得意なことについて

考え、よさに気づくことを通して将来の職業を考えることができ、生活力も身に

つくものを選びました。  
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英語は、CDがあり、歌やクイズを聴きながら生徒たちが意欲を持って対話を楽

しみ、学べるものとして選定をいたしました。 

社会の地図帳、理科、道徳については、検定教科書を使用します。  

報告は以上です。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございました。 

以上で、特別支援学級、教科用図書選定資料作成委員会の調査報告について、

御説明が終わりました。委員の皆様からここで御質問等あれば、お受けしたいと

思います。 

いかがでしょうか。 

氏井委員。 

 

〇委員（氏井初枝） すみません。共成小の校長先生にお尋ねします。 

理科につきましては、５年生と６年生の児童が１つ下の教科書を使う、その理

由は大人の私はよくわかるのですけれども、当該児童にとって、自分の学年より

も１つ下の教科書を使うというのは、自尊心が傷つけられてしまうとか、気にし

てしまう子とかいないのかしらと、そこがすごく気になります。何か御配慮なさ

っていることがございましたら教えてください。 

 

〇教育長（山下秀男） 森本校長、お願いいたします。 

 

〇共成小学校校長（森本弘子） 御質問ありがとうございます。おっしゃること、よくわ

かります。  

ただ、本校の子どもたちの様子を見ていると、そのことによって１つ自分の流

れ、例えば５年生だけど、４年生の教科書を使うことによっての抵抗があるとい

う、私もそういう形で使っているのですけども、子どもたちはそれほど意識はし

ていないし、教師のほうも提示する時に、そこのところは丁寧に説明をしなが

ら、教科書を常にこう使うというよりは、その中のこの学習が子どもたちにとっ

てとても効果的だなというような、例えば物の温まり方とか、そういう日常生活

につながるようなところを選んで使用しているので、それほど子どもたちはそう

いったところを意識していないことと、保護者会において、保護者の方にはどう

いう意図でそういう教科書を使うのかというところはきちんと説明をしておりま

す。 

 

〇教育長（山下秀男） よろしいですか。ほかにございますか。 

氏井委員。 

 

〇委員（氏井初枝） ありがとうございました。学校の実態がわかりました。 

同じようなことになりますが、昭和中学校の校長先生にお尋ねしたいと思いま

す。  

数学に関しましては、一般図書をお使いで、中学生なのに小学校の算数の３年

生、４年生、５年生のものをお使いになる。今の共成小の校長先生にお尋ねした
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のと全く同じようなお尋ねなのですが、特に中学生が、小学生の、かなり下の学

年のものを使うということに関しての子どもの心情とか、そこら辺の学校のフォ

ローとか、保護者に対しての御説明の件などについて、同様にお尋ねしたいと思

います。 

 

〇教育長（山下秀男） 渡部校長、お願いいたします。 

 

〇昭和中学校校長（渡部尚） はい、ありがとうございます。本校が、通常級でも同じな

のですが、大切にしていることは、１人１人ができてわかって楽しいという授業

を展開して、できるようになった喜び、わかるようになった喜びを実感してほし

いというところは 保護者会でもよくよく話をしているところです。 

また、一組の特別支援学級の保護者会においても同様の説明をしていて、やは

り同じ検定教科書を使っていくと、なかなかそれを実感するのは難しい状況にあ

るというところは、保護者の方にも理解をしていただいております。  

その上で、優しい範囲に立ち返ってスモールステップで進めていくというとこ

ろの大切さ、重要さの部分を保護者も子どもたちも理解した上で進めております

ので、そちらをできるようになる、わかるようになるということを重視して進め

ているところでございます。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。ほかにございますか。 

紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） 主に小学校の先生方にお聞きしたいのですけれども、こちらの教

科書というか一般図書のほうを拝見しますと、非常に魅力的な、楽しそうな、 

興味関心を引きつけるという本がたくさんあったので、いいのではないかと私は

感じています。実際には、少し分厚かったり大きかったりという本も結構あるな

というふうに思いましたが、主にはこういうものは教室において学習されるのだ

と思うのですけども、そこの確認と、その学年が終わった時、その本は、子ども

たちが家に持ち帰って、家で引きつづき興味があった時にはそれを眺めたり見た

りすることができるのかどうかということをお聞きしたいと思います。 

 

〇教育長（山下秀男） それでは、どなたか代表してお答えいただいてよろしいですか。 

では、星野校長、お願いいたします。 

 

〇田中小学校校長（星野典靖） 御質問ありがとうございます。やはり選定をしている教

科書の中で、図鑑のような大きいものがあると思います。それと今、通常学級も

そうですが、教科書を持ち帰らない、よく置き勉なんて言いますけれども、そう

いう中で、学校に置いておくということも学校全体としてすでに行っているとこ

ろです。  

ただ、それはずっと置いておくということではなく、子どもたちが興味関心を

持ち、さらに家で追及したいな読みたいなということについては、それを持ち帰

ることは、ある程度推薦をしているところではあります。 
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それと、今回、教科書として、やっぱり１人１人の児童に、この教科書をとい

うことで選定いただいていますので、基本的にこちらは、それぞれ子どもたち１

人１人に返る。ですから、学校に置いておくということもなく、そのまま子ども

たちが見られるようにということを原則に考えています。  

ただ、中には、その保護者の方からまた教室で使ってくださいねということ

で、そのまま学校に置いておくというケースも過去にございました。 

     森本先生、補足があれば。 

     よろしいですか。 

     以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） よろしいですか。ほかにございますか。 

     紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） 申しわけありません、もう１点だけ。昭和中の渡部校長先生にお

伺いしたいのですけれども、社会の分野の地理、歴史、公民について検定教科書

をお使いになるということですが、結構、内容的には難しいかなと感じます。こ

れは実際に授業の中で使えない場合にはどのような工夫をされてこちらを使用し

ていくという案をお持ちなのか、お聞かせいただきたいと思います。 

 

〇教育長（山下秀男） 渡部校長、お願いいたします。 

 

〇昭和中学校校長（渡部尚） はい。ご指摘のとおり、実際には非常にレベルが高い内容

になってくると思います。  

ただ、授業する教員のほうで、その教科書の内容そのものだけを学んでいくわ

けではなくて、指導していくわけではなくて、独自に、過去の小学校時代、ある

いは低学年時代の内容を別の資料で持ってきて、関連させながら指導したり工夫

しながら進めていきます。先ほども申し上げたように、わからないまま進めてい

くのではなくて、過去に立ち返りながら、そして今学んでいる内容と比較しなが

ら、照らし合わせながら進めていくというところを工夫してやっていっておりま

す。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。ほか、ございますか。 

よろしいですか。それでは、以上で特別支援学級の教育長の選定資料作成委員

会からの調査結果の報告及び質疑を終結したいと思います。 

このあと、審議、採択に入りますが、校長、副校長の皆様にはここで御退席を

いただきます。 

長時間にわたり本当にありがとうございました。お疲れ様でした。 

なお、少し時間が長くなっておりますので、ここで 10分程度休憩を入れたい

と思います。会議の再開は、５時５分とさせていただきたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

（   休 憩   ） 
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（   再 開   ） 

〇教育長（山下秀男） それでは、会議を再開いたします。初めに、令和７年度昭島市立

中学校で使用する教科用図書の採択を行います。中学校の教科用図書の採択にあ

たりましては、委員の皆様から、昭島市の生徒にとってどのような教科書がふさ

わしいか、御意見をいただきたいと思います。 

その後、11教科 16種目ごとに審議し、採択を行ってまいります。 

採択につきましては、無記名投票にて決定してまいります。なお、投票数が同

数の場合には、 協議の時間を設け、再投票して決定してまいります。 

こうした進め方でよろしいでしょうか。 

（「異議なし」との声あり） 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。 

それでは、採択にあたり、委員の皆様から意見をいただきたいと思います。 

どなたからでも結構です。では、紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） はい。まず、このように細かく熱心に調査していただいた部会の

先生方にお礼を申し上げたいと思います。  

私の感想といたしましては、この教科書採択は４年に１度行ってきているわけ

ですけれども、今回、全教科の教科用図書を見まして、本当に４年間なのですけ

れども、４年間の世の中の変化、そして学び方の変化を改めて非常に感じまし

た。 

そして、採択にあたっては、こういった世の中の変化、学び方の変化に対応し

ていかなければいけない、現場の先生方をしっかりサポートしてくれるような教

科書という点と、子どもたちが興味、関心を持って学べる工夫がどのぐらいある

かを考えて選んでいきたいと感じました。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。 

眞如委員、お願いいたします。 

 

〇委員（眞如むつ子） はい。本当に今おっしゃったとおりで、調査の報告も素晴らしい

ものがあって、ありがとうございます。  

私が見せていただいて、生徒が読んでわかる、今、色々言われている、何を学

ぶのか、どのように学ぶのか、何ができるようになったのかと、そこを重視した

ものであってほしいということと、やはり指導するのは教員ですので、教員にと

って指導しやすいもの、この２つがとにかく１番かなと思っています。  

あと、内容、それから構成等色々ありますけれども、バランスが取れている

か、そこの部分も大事かなと思っております。  

学習指導要領、今の教科書、これで２回目なので、色々な子どもの声、それか

ら教員の声などを集めて作られていて、本当に遜色のない素晴らしい教科書なの

で、先ほど申し上げたところを大事に採択、選定していけたらいいなと思ってお

ります。 
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〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。氏井委員、お願いいたします。 

 

〇委員（氏井初枝） 採択する際の観点は２つございます。１つ目は、生徒たちが意欲的

に学べて、そしてしっかりと力がつくような教科書かどうかということです。  

それぞれの教科書会社で本当に様々な工夫をされていて、いい教科書がたくさ

んありますけれども、子どもたちにとって学びやすい教科書、それがまず１つで

す。 

２つ目は、日々生徒と一緒に授業を作り上げていく教師が、授業の中で使いや

すい教科書を採択させていただきたいと思っています。 

その児童生徒にとってすごく使いやすい教科書というのは、昨今、若い先生方

が多いですが、そういう先生方にとっても指導しやすいという共通項があるので

はないかと思っております。ですから、生徒の目でどうか、それから教える側の

先生方にとってどうか、調査部会の御報告、先ほど詳しくいただきましたけれど

も、結論を言うと、私は、学校の先生たちが使いたいなと思っていらっしゃる教

科書が選ばれたらいいなということを強く願っております。以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。では、松本委員、お願いいたしま

す。 

 

〇委員（松本芳之） 私は、どういうふうに判断、決定をしていったかという、私なりの

手順を少しお話したいと思います。 

     教科によっては非常に数が多いわけです。ざっと見て、これぞ候補というもの

を２つ３つ絞って、それを詳しく見るという、１度、スクリーニングと言います

けど、振るいにかけて、残ったものから決めていくという手順を取っていまし

た。それは、その際の視点は、今皆さんがおっしゃっていたような形になりま

す。以上です。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。 

それでは、最後、私から。 

重ねて申し上げることも特段ございませんけれども、 教科書は、私自身の過

去を振り返っても、進学、進級時に新しい教科書を手にした時、なんかこうワク

ワクした覚えが強く残っております。私は、やはり、よりワクワクする教科書と

いう視点で見させていただいているのですが、各社、本当に素晴らしい、ワクワ

ク感満載の教科書となっておりまして、なかなか甲乙をつけるのが難しいなと、

そんな思いがしております。 

そして今日、選定委員会の各研究部会部長の話を聞いていて、教員の皆さんの

見方やねらい、また、進級、進学を見通した中での連続性など、様々な思いがあ

るということも、しっかりと伝わってきたところでありますし、市民の皆様から

貴重な御意見を数々いただいた中で、参考にすべき視点を再確認できたと感じて

おります。また、教育委員の皆様とも時間をかけて様々な意見交換をしたことで

私なりの決め手になったと、これら全てを総合して、私なりに採択教科書の選定

をしていきたいと考えてございます。以上でございます。  
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それでは、ここから順次、審議、採択を行ってまいりたいと存じます。 

なお、採択にあたり所感、意見等のある委員は、各教科採択の前に発言をお願

いしたいと思います。いかがでしょうか。 

国語からですね。 

紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） 国語は、私は光村図書か東京書籍が素晴らしいと思いました。 

光村図書は、読むことの領域の手引きが、単元末「学びの扉」１ページにまと

まっていて、内容も優れているし、全ての領域の土台となる語彙ブックというも

のがあることも非常に魅力的だと感じました。 

一方、東京書籍は、ビブリオバトルやポップ作りという昭島市の読書活動に効

果的なものが十分取り上げられていること、話すこと、聞くことの領域で３年間

を通して対話の学びページが設定されていて、３年生では、普通の話し合い活動

にとどまらず、合意形成を目指す話し合いという形で位置付けられている点が、

これからの時代を生きる子どもたちにとって大変有効だと考えています。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。ほかの委員、いかがでしょうか。   

氏井委員。 

 

〇委員（氏井初枝） 今の紅林委員の意見に賛成です。私は、読書離れが叫ばれる昨今の

中で、読書活動のところもすごく重視したいなと思っております。そういう観点

で言いますと、光村は学年ごとに３つの活動が紹介されているということですと

か、「どの学年にもいつも本がそばに」という言葉など、読書を楽しむという言

葉が添えられているんですね。そういった教科書を使うことによって、読書好き

の子どもが１人でも増えたらいいなということを願っているので、光村が私はい

いなと感じました。以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。ほか、いかがでしょうか。 

よろしいですか。 

それでは、国語の、教科用図書について、無記名投票により決定したいと思い

ます。記入をお願いいたします。 

（投票用紙記入） 

 

〇教育長（山下秀男） いいですか。よろしいですか。 

それでは、投票結果の発表お願いします。 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） 国語につきましては、東京書籍が２票、光村図書が３票。

以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございました。 

投票結果の発表がございました。国語につきましては、光村図書出版が多数の

ため、同社を採択いたします。  
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続きまして、書写の教科用図書について審議、採択を行います。意見のある委

員の方はお願いをいたします。 

いかがですか。よろしいですか。 

それでは、投票に移りたいと思います。記入をお願いいたします。 

（投票用紙記入） 

 

〇教育長（山下秀男） 投票結果の発表をお願いします。 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） 書写につきましては、光村図書５票。 

以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） はい。投票結果の発表がありました。書写につきましては、全て

光村図書のめ、同社を採択いたします。  

続きまして、地理の教科用図書について審議、採択を行います。意見のある方

は発言をお願いいたします。 

     よろしいですか。特にございませんか。 

はい。それでは、投票用紙に購入をお願いいたします。 

（投票用紙記入） 

 

〇教育長（山下秀男） はい。それでは、投票結果の発表をお願いします。 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） 社会、地理的分野につきましては、教育出版１票、帝国書

院４票。 

以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） はい。地理につきましては、帝国書院が多数のため、同社を選択

いたします。 

続きまして、歴史の教科用図書について審議、採択を行います。意見のある方

は発言をお願いいたします。 

紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） 私は、東京書籍、帝国書院の２社が、基本的な学びのステップが

似ているんですけれども、共によいと感じました。  

その中で、帝国書院はその時代の特色を１枚でつかめるタイムトラベルという

ページが見開きのイラストであり、また、世界と日本のつながりが見てつかめる

見開きのイラスト、地図など、ビジュアルで非常に生徒の興味関心を引きやすい

点が魅力的で、導入に効果的なのではないかなというふうに感じました。 

あと、地域史というコラムが 16個あり、地域から日本の歴史を捉えていくと

いう、そういった視点も非常に魅力的だと感じました。 

 

〇教育長（山下秀男） ありがとうございます。ほかにございますか。 

眞如委員。 
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〇委員（眞如むつ子） はい。どれもいいんですけれども、東京書籍と帝国書院、どちら

もいいんですけれども、東京書籍のほうが１時間の学習の流れの見える化がすご

くいいなと思いました。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。ほかにございますか。 

よろしいですか。はい。それでは、投票用紙への記入をお願いします。 

（投票用紙記入） 

 

〇教育長（山下秀男） では、投票結果発表お願いします。 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） 社会、歴史的分野につきましては、東京書籍が４票、帝国

書院が１票。以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） 歴史につきましては、東京書籍が多数のため同社を採択いたしま

す。  

続きまして、公民の教科用図書について審議、採択を行います。意見のある委

員はお願いいたします。  

紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） 先ほどの歴史と同じく、東京書籍と帝国書院はともに構成も内容

もよいと感じたんですけれども、帝国書院は巻頭に「未来に向けてよりよい社会

を目指して」と題して SDGsを冒頭から意識させている点、それから、巻頭のペ

ージの中に対立と合意、効率と構成を現代社会の見方、考え方として位置付けて

いる点、それから、歴史と同じように、「学習の前に」というページで、学習内

容をイメージできる見開きの大きなイラストを用いて話し合い活動などができそ

うだという点に魅力を感じました。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。ほか、委員、いかがでしょうか。

よろしいですか。それでは、投票用紙への記入をお願いいたします。 

（投票用紙記入） 

 

〇教育長（山下秀男） はい。投票結果の発表をお願いします。 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） 社会、公民的分野につきましては、東京書籍が４票、帝国

書院が１票。  

以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） はい。公民につきましては東京書籍が多数のため、同社を採択い

たします。  

続きまして、地図の教科用図書について審議、採択を行います。  

意見はいかがでしょうか。 

よろしいですか。それでは、投票用紙への記入をお願いいたします。 
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（投票用紙記入） 

 

〇教育長（山下秀男） では投票結果発表をお願いします。 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） 社会、地図につきましては、帝国書院５票。 

以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） はい。地図につきましては、帝国書院、全員が帝国書院というこ

とでございますので、同社を採択いたします。  

続きまして、数学の教科用図書について審議、採択を行います。委員の意見を

お願いいたします。よろしいですか。それでは、投票用紙への記入をお願いいた

します。 

（投票用紙記入） 

 

〇教育長（山下秀男） 投票結果の発表をお願いします。 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） はい。数学につきましては、東京書籍３票、啓林館２票。 

以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） はい。数学につきましては、東京書籍が多数のため、同社を採択

いたします。  

続きまして、理科の教科用図書について審議、採択を行います。意見のある委

員はお願いいたします。 

紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） はい。私は、理科好きな子どもを育てて伸ばしていきたいという

ふうに考えておりまして、その点において、啓林館の教科書は、ICTを活用して

の学び方が冒頭にわかりやすく記されていて、興味のある子はどんどん自分でそ

ういうものを使って学びを広げていけるという点、それから探求する力を育てる

ことを軸に構成されている点が魅力的と感じました。  

また、実験、観察の記述も詳しく、イラストや写真も大きくてわかりやすいと

いう点においてもよいというふうに感じています。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。 

ほか、いかがでしょうか。 

よろしいですか。それでは投票用紙への記入をお願いいたします。 

（投票用紙記入） 

 

〇教育長（山下秀男） では、投票結果の発表お願いします。 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） はい。理科につきましては、東京書籍が２票、啓林館３

票。以上でございます。 
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〇教育長（山下秀男） はい。理科につきましては、啓林館が多数のため、同社を採択い

たします。  

続きまして、音楽一般の教科用図書について審議、採択を行います。意見のあ

る委員はお願いいたします。 

いかがでしょうか。よろしいですか。はい、それでは、投票用紙への記入をお

願いいたします。 

（投票用紙記入） 

 

〇教育長（山下秀男） 投票結果の発表をお願いします。 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） はい。音楽一般につきましては、教育出版が１票、教育芸

術社が４票。以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） はい。音楽につきましては、教育芸術社が多数のため、同社を採

択いたします。 

次に、音楽、器楽の、教科用図書の審議、採択にまいります。意見のある委員

は発言をお願いいたします。 

よろしいですか。 

はい。それでは、投票用紙への記入をお願いいたします。 

（投票用紙記入） 

 

〇教育長（山下秀男） 投票結果の発表をお願いします。 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） 音楽、器学につきましては、教育出版１票、教育芸術社４

票。以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） 音楽、器楽につきましては、教育芸術社が多数のため、同社を採

択いたします。  

続きまして、美術の教科用図書について審議、採択を行います。意見のある委

員は発言をお願いいたします。 

よろしいですか。はい。それでは、投票用紙への記入をお願いします。 

（投票用紙記入） 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） はい。美術につきましては、開隆堂２票、光村図書３票。 

以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） はい。美術につきましては、光村図書が多数のため、同社を採択

いたします。  

次に、保健体育の審議採択に移ります。意見のある委員は発言をお願いいたし

ます。 

紅林委員。 
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〇委員（紅林由紀子） はい。各社、非常にしっかりとしたいい内容を載せていらっしゃ

ると思ったんですけれども、中でも大修館書店は、文字量が多すぎず読みやす

い、一方、性への関心、性情報への対処などの記述も適切で、SNSの課題など

様々な現代的な課題に対応した特殊資料も豊富な点が優れていると思いました。 

また、報告書にもありましたように、デジタルコンテンツが充実していて、先

生方へのサポートになるのではないかと思いました。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。ほかにございますか。 

よろしいですか。それでは、投票用紙への記入をお願いいたします。 

（投票用紙記入） 

 

〇教育長（山下秀男） それでは、投票結果の発表を願いします。 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） 保健体育につきましては、大修館５票。 

以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） 保健体育につきましては、全て大修館でございますので、同社を

選択いたします。  

     続きまして、技術の教科用図書について審議、採択を行います。発言のある委

員の方はお願いいたします。いかがですか。よろしいですか。それでは、投票用

紙の記入をお願いいたします。 

（投票用紙記入） 

 

〇教育長（山下秀男） では、投票結果の発表をお願いします。 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） 技術家庭、技術分野につきましては、東京書籍が４票、教

育図書が１票。 

以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） はい。技術につきましては、東京書籍が多数でありますので、同

社を採択いたします。 

     続きまして、家庭の教科用図書について審議、採択を行います。意見のある方

は発言をお願いいたします。 

     よろしいですか。それでは、投票用紙への記入をお願いいたします。 

（投票用紙記入） 

 

〇教育長（山下秀男） 投票結果の発表を、お願いします。 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） 技術家庭、家庭分野につきましては、教育図書５票。 

以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） はい。家庭につきましては、全て教育図書ということですので、
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同社を採択いたします。  

続きまして、英語の教科用図書について審議、採択を行います。意見のある委

員の発言をお願いいたします。 

紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） 各社、デジタルコンテンツが非常に充実したことで、とても学び

やすく、教えやすくなったのではないかというふうに感じます。  

その中でさらに楽しく学べる工夫が充実している、そして、ICTを使った自分

に合った学び方が色々できそうという点で、東京書籍は工夫されているという点

が少し多いのかなと感じました。 

例えば、英単語を暗記する際のフラッシュカード式に、日本語の部分を隠せ 

たり、英語の部分を隠せたりというような自学ができる工夫とか、スモールトー

クなど、音声を繰り返してシャドーイングしたりというような、そういったこと

を自分でやっていけるという点でも使いやすそうだと思いました。 

デジタルの点で先生方から使いやすいという声も先ほどありましたので、いい

のかなと。  

あと、現代社会の問題を考えさせる読み物、活動が充実しているという点でも

優れているのではないかなと思いました。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。ほかございますか。 

よろしいですか。それでは、投票用紙への記入をお願いいたします。 

（投票用紙記入） 

 

〇教育長（山下秀男） では、投票結果の発表をお願いします。 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） はい。外国語、英語につきましては、東京書籍が４票、三

省堂が１票。 

     以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） 英語につきましては、東京書籍が多数のため、同社を採択いたし

ます。  

続きまして、道徳の教科用図書について審議、採択を行います。意見のある委

員、発言をお願いいたします。 

紅林委員。 

 

〇委員（紅林由紀子） やはり、昭島市の中学生のことを考えた場合、いじめと情報モラ

ルというのがユニット化されてちゃんと各学年に配置されている教科書が望まし

いのではないかなと考えています。  

何社かありましたけれども、その中で光村図書は、「共に生きるために大切な

ことは」というユニットが３年間を通して配置されて、調査書にも記載されてお

りましたが、人権と向き合う教材が充実している点が魅力的であり、また思い込

みを防ぐということを挙げていましたが、正しいとは何か、答えは一つではな
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い、見方を変えて、という別の視点を持って問えるようになっておりまして、そ

れが考えを深めて多様性の時代を生きていく子どもたちにとって重要なポイント

になるのではないかと考えています。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございます。ほか、いかがでしょうか。 

よろしいですか。それでは、投票用紙への記入をお願いいたします。 

（投票用紙記入） 

 

〇教育長（山下秀男） 投票結果の発表をお願いいたします。 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） はい。特別の教科、道徳につきましては、東京書籍が３

票、光村図書が１票、あかつきが１票。 

以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） はい。道徳につきましては、東京書籍が多数のため、同社を採択

いたします。 

     中学校の教科用図書の採択につきまして、全ての種目の採択が終了いたしまし

た。  

ここで、改めて、事務局から採択の結果を報告していただきたいと思います。 

 

〇指導担当部長（吉岡琢真） はい。それでは、教科名、書名、発行社名の順に御報告い

たします。  

国語「国語」光村図書出版株式会社。 

書写「中学書写」光村図書出版株式会社。 

社会、地理的分野、「社会科 中学生の地理」株式会社帝国書院。 

社会、歴史的分野「新しい社会 歴史」東京書籍株式会社。 

社会、公民的分野「新しい社会 公民」東京書籍株式会社。 

社会、地図「中学校社会科地図」株式会社帝国書院。 

数学「新しい数学」東京書籍株式会社。 

理科「未来へ広がるサイエンス」株式会社新興出版社啓林館。 

音楽一般「中学生の音楽」株式会社教育芸術社。 

音楽器学「中学生の器学」株式会社教育芸術社。 

美術「美術」光村図書出版株式会社。 

保健体育「中学校保健体育」株式会社大修館書店。 

技術家庭、技術分野「新しい技術家庭 技術分野」東京書籍株式会社。 

技術家庭、家庭分野、「技術家庭 家庭分野」教育図書株式会社。 

外国語、英語「ニューホライズン」東京書籍株式会社。 

特別の教科道徳「新しい道徳」東京書籍株式会社。 

以上でございます。 

 

〇教育長（山下秀男） はい、ありがとうございました。 

令和７年度に昭島市立中学校で使用する教科用図書につきましては、事務局か
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ら報告がありましたとおり採択することに決しました。  

次に、特別支援学級で使用する教科用図書の採択を行います。特別支援学級設

置校の各校長から説明明がありましたとおり、令和７年度に小中学校の特別支援

学級で使用する教科用図書につきましては、一覧表に掲載しているものを採択す

ることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

 

〇教育長（山下秀男） 異議なしと認め、一覧表のとおり採択することに決しました。 

     最後に、令和７年度において昭島市立小学校で使用する教科用図書につきまし

ては、令和６年度使用昭島市立小学校教科用図書選定資料作成委員会による調査

結果報告書に基づき採択をいたしました。各教科用図書を令和７年度も継続して

使用することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

 

〇教育長（山下秀男） 異議なしと認め、提案のとおり決しました。ありがとうございま

した。 

大変長くなりましたけれども、以上で議案第 16号の審議を終わります。  

本日、予定した議事につきましては以上となります。長時間にわたり、ありが

とうございました。 

なお、傍聴にお越しの皆様には、できれば後方左手のドアより、御退出くださ

るようお願いをいたします。退出の際には、議案第 16号参考資料につきまして

は回収をさせていただきますので、御協力をお願いいたします。 

それでは、最後に、次回の教育委員会の日程について、事務局より説明をお願

いします。 

 

〇教育総務課長（横山学） 次回、令和６年第９回教育委員会定例会につきましては、令

和６年９月６日、金曜日、午後２時 30分から市役所市民ホールにおいて開催い

たします。 

 

〇教育長（山下秀男） 次回の本定例会につきましては、９月６日の金曜日、午後２時 30

分から、ここ市役所市民ホールにおいて開催をいたします。よろしくお願いいた

します。 

     以上で本日の日程はすべて終了いたしましたので、これをもちまして、令和６

年昭島市教育委員会第８回定例会を閉会といたします。 

長時間にわたり、本当にありがとうございました。 

 以上 

  



 - 64 - 

年   月   日 

 

 

署 名 委 員 

 

 

    ４ 番 委 員 

 

 

 

    ５ 番 委 員 

 

 

 

調 整 担 当 

 


